
1. はじめに
多様な専門分野を背景とする教員が，研究と
教育の現場における経験に根ざして教養教育に
ついて語り合う本企画も 3回目を迎えた。前
回の対談においては，英語教育を切り口とし
て，教養と言語が密接な関係にあるという問題
が提起された。ことばを習得し使いこなすとい
うことは，思考の方法を身につけ，場面や対象
に応じて的確に発信することでもある。現代の
大学における初年次教育にレポートの書き方や
プレゼンテーションの方法が盛り込まれて久し
い。それは裏返せば，日本語ネイティブであっ
ても日本語を「使いこなせていない」という現
状が教育現場において認識されてきたというこ
とである。これは学生のみならず，「大人 /オト
ナ（1）」として生きる上でも避けては通ることの
できない問題である。
日本語を使いこなすというと，「正しい日本
語」を使うべきだ，といった議論を想像される
かもしれないが，本稿では異なる角度からこと
ばの使い方に切り込んでいく。それは，ことば
の特性を理解し，多様な語彙を身につけること
で，混沌とした世界をうまく切り取るための方
法をめぐる議論であり，本対談に通底する「創
造的な人間になる」ためのことばを模索する試
みでもある。
今回は，日本語学を専門とする教養教育部の
中村朱美教授をゲストにむかえ，ことばの諸相

について検討する。日本語を使いこなし，新た
な価値観を生み出していくことに教養教育はい
かに貢献できるのか，そのためにどのような教
育をデザインしていけばいいのかについて議論
していきたいと思う。

2. 日本語としての習う，慣れる，まねる，
学ぶ

小西（小）　中村先生に今回の対談にご参加をお
願いしたのは，前回の対談で英語を事例にお
話ししたようなことについて，日本語の場合
だとどのように考えられるのかということを
お聞きしたく思ったからです。そして，こと
ばを鍛えていくという面から教養教育を捉え
るとどうなるかと思ったからです。それは，
単に読み書きプレゼンを身につけるだけでは
なく，学生が今まで知らなかったことばを身
につけていく過程でもあると思います。以
前，中村先生が佐々木先生と，学生が 0次
元で生きているというお話をされていたと思
うのですが ...。
中村（中）　あぁ， 3次元でもなく 2次元でも
なく 1次元でもなく，なにか刹那的に行動
しているという。
佐々木（佐）　あぁーあ，ありましたね。 1次
元ですらなくてむしろ 0次元じゃないかっ
ていう話ね。立ち話しましたね，中村先生と
ね。学生の思考とか価値観とかが全然関係づ
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けられてなくて，時間的にも空間的にも広が
りがなくて，極めて短い時間，小さい場所，
小さなコミュニティ，あるいは同質な仲間た
ちとの間などで行われていることが多いか
ら，実は使われることばもそのようになって
いくのではないか，というね。
小）　それは，すごく面白かったと思います。
中村先生が教養教育の観点に立たれるとき，
ことばというのはどのようにとらえることが
できるとお考えでしょうか?
中）　前の対談で習うと学ぶというのがありま
したね。私は専門領域が古典ではあるんです
が，実はその専門をどこでも教えたことがな
く（笑），私が専門を教えるということにな
ると国文という狭い世界でしか教えられない
ので，まぁ，そういうふうなところには就職
できなかったですから，結局ずっと教養的な
ものを少し専門に絡めて教えてきたかなって
いうところだったんですよね。で，古典から
すると，「習う」は「習ふ」となって，「慣ら
ふ」とも音が通じていて，慣れるのほうの，
つまり慣れるようにするというのも「なら
う」で，「習う」というのと「慣れる」とい
うのと二つあって，また，「学ぶ」というの
は「まねぶ」，つまり，まねをするというと
ころからきていて，まぁどちらも源氏物語あ
たりには使われているので，前の対談を見て
いて，今の「学ぶ」や「習う」というのはど
ういうふうなのかなぁというのがあって，古
典ではどちらもまねをするというところがあ
るので，それほどの差異があったとは思われ
ないんですよね。もちろん，データを取って
みないとこれ以上は言えない訳なんですけれ
ども，まぁ，どちらも誰かのすることをまね
をするというようなところから来ているみた
いで，でも，今はちょっとこの二つは違うみ
たいかなっていうね。それで，「習う」から
「学ぶ」へ，さらに創造性へっていう風につ
なげていったわけですよね。

佐）　たぶん，中村先生や佐々木が大学の頃に
は，学ぶという言葉自体が，習うという言
葉との差異としてはあまりなかったんじゃ
ないかと思うんです。つまり，今は，「学ぶ
=アクティブラーニング」というか，主体的
に，自律的に，積極的に学ぶというか，習う
ということもいろいろひっくるめて「学ぶ」
と言ってるんじゃないかと思います。それ
に「習う」という言葉も，「学習」という言
葉があったので，高校までは「習う」で，大
学以降は「学ぶ」，人生は「学んで」行こう
ね，というふうになっていってるんじゃない
かとね。だから，生涯学習というようなのも
射程に入れて，「学ぶ」という言葉で置き換
えているというような印象をボクはもってる
んです。ボクらが大学や高校の頃に「学ぶ」
と「習う」という言葉に違いがあるというよ
うな風潮自体がそもそもなかったような気が
するんです。だって，学習という言葉にすで
に「学ぶ」と「習う」という言葉が入ってい
ますからね（笑）。学習するということはそ
のくらいの意味でしか捉えていなかったけれ
ども，大学生は「学ぶ人」なんだという，生
涯学習なんかも含めて人は学んでいくものな
んだ（2）ということが言い始められたように思
います。
小）　例えば，やまとことばの中で，単にまね
をするというだけではなくて，創造的な意味
を含んだような，今の大学でよく使われてい
る「学ぶ」という意味に相当するような言
葉ってあるんですか?
中）　あの頃は，「学問する」というようなこと
は漢詩というか，漢文を学ぶという意味だっ
たんですよね。ひらがなの仮名文というの
は，むしろ遊び的な感覚であったと思います
が，「学問」ということと「学ぶ」というの
は結びついていたような形跡は見えますね。
ですから，「学ぶ」というのは「学問」とい
うような漢語で表されるようなもので，大和
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言葉でというようなのは，即答はできず，調
べてみなければなりませんが，いまのところ
「学ぶ」という言葉以外にはちょっと浮かば
ないですし，「学ぶ」という言葉は学問的な
ものと結びついていて，「習う」という言葉
はオウムの人まねのような形で，日常的なも
のと結びついていくようなところが強くなっ
ていて，「学問」というのは「まねぶ」では
なくて「学ぶ」というのと結びついていって，
というようなところがあったのではないかと
思います。
小）　「学問」という言葉は古いんですか?
中）　学問というような漢語レベルのものはダ
イレクトに入ってくるので，その専門ではな
いですけれども，おそらく古くから入ってき
てるんじゃないかと思います。
小）　学問という言葉には問いという文字も
入っているので，問いを立てるという意味も
含まれているのでしょうか。
中）　あぁ，問い，ですよね。
佐）　あの学問という熟語はどう読むの?
中）　学び問うという形でしょうね。大和言葉
的にはですね。問いを発することを「学ぶ」
という見方もできますけれどもね。
佐）　なるほど，それなら今の大学でも当ては
まるような解釈とも言えますね。
中）　いまの「習う」に関して，前の対談（3）の
注の10番のところ，「教養教育に特定のスキ
ルの習得といった「手習い」が流入した［林 
2017： 24-46］」っていうのは，私たちの大
学で『知へのステップ』（4）でやっているよう
な，学習における作法のような手習いなんで
しょうか。
小）　いわゆるレポートの書き方に代表される
ものですね。
中）　あ，やっぱり。
小）　ノートの取り方やレポートの構成，プレ
ゼンテーションの練習などそういう類いのこ
とですね。もともとそういうのは，初年次教

育がなかった時代には必ずしも体系立てて教
えられていたわけではありませんでした。以
前は 1年生前期の期末レポートで，いきな
り4000字を書かせるようなことが多かった
と思いますが，ではどうやって書いたらいい
のかを最初に教えることになってきた。それ
をここでは「手習い」と言っているというわ
けです。
佐）　ボクらもこういうのは習ってないという
か，こういう授業はなかったもんね。
中）　うん，もうそれは前提で，当然それは
通り越しているという前提のもとに，きっ
とね。

3. ことばの一対一対応から脱する
3.1. ことばを習わせる
佐）　さっきの話に戻しますと，習うと学ぶと
そこからどうやって脱していくかという話に
なるんですが，中村先生ご自身は，そういう
考え方についてどのようなご意見とかお考え
がありますか?
中）　前任校での所属が留学生センターという
ことでしたから，日本語教育ということに
なってましたが，専門は日本語教育ではない
わけですね。まぁ，日本語学という立ち位置
から日本語を教えるというような立場だった
わけです。日本語教育ということは，ある程
度トレーニング的なところがあって，しかも
初級レベルの人たちを担当して，前の大学に
いたのは 9年ほどでしたが，その半分は上
級の，ここの大学の学部で学んでいるような
留学生たちに教えるというような仕事にシフ
トしたんですが，どちらかというとトレーニ
ング科目，なんですよね。ですから，学ぶと
か習うというようなのの境界を考えないとい
うか，意識しないような分野というか ...。
佐）　そうか，だから，前の対談で川村先生と
お話ししていたときにも感じたことがあった
のは，学ぶという以前にまずは習ってくれよ

金沢星稜大学人文学研究，第 2 巻第 2 号，pp.51-82，2018年

－ 53 －



というような感じがね，節々に見られるとい
うか ...。
中）　そうですね，この大学でもご苦労された
時代は，なんとかして英語に目を向かせると
いうふうな大学の状況だったのでしょうね。
佐）　だから前の対談でよく出てきた言葉とし
ては，学力という言葉だったり，学ぶとか習
うとか言ってられない，まずはトレーニング
だ，スキルだというような，習わせるんだ教
えるんだというようなことであったりだった
ので，むしろ川村先生ご自身からどうやって
それ以外の言葉を引き出せるかというのを考
えながら前の対談をやっていた感じがします
（笑）。今の中村先生のお話のなかでも，ト
レーニングという中で教えている，というこ
とのようなので，学ぶとか創造的になるとい
うようなことは意識されなかった，というこ
となんですね。
中）　うん，トレーニングというか，授業自体
がそうなってしまうので ...。
小）　そのトレーニングっていうのはまねをす
るというニュアンスが強いんですか?反復す
るとか ...。
中）　そうですね，教材で習ったことを実践さ
せる，というトレーニングですね。
小）　まさに教科書に書いてあることを再現で
きるという内容ですね。
中）　そうです。
小）　以前の対談でもお稽古の話をしたんです
けども，お稽古というのはともかく型，例え
ば，茶筅の扱い方をひたすら繰り返すことか
らはじまります。その意味というか，なぜこ
んなことをしているんだろうかというような
ことを考えて立ち止まると，スムースにいか
なくなってしまいます。ある程度段階が進ん
だら，これにはこういう意味があるんだよっ
ていうことが納得できるんだけど，最初はこ
うやれと言われればやるしかないというよう
な段階がある。同じように，初級の語学とい

うのはそういうところがあるのかなと思って
いるんです。

3.2. ことばと感受性
中）　ただ，少しレベルが上がっていくと，ま
ねをするっていうところから少し自分で考え
るっていうところにもっていくことができ
て，前の大学での後半は，学部での日本語の
授業だったので，まぁ，この大学でもそうな
んですが，そういうふうになると，社説を比
較させたり，日本語を使って社会なんかにア
プローチしていくっていうのは，少し段階が
上がらないと余裕が出てこないということは
ありますね。で，私もやっと昨年度から「日
本文学」を担当させてもらえることになった
ので，文学的な感受性というようなところに
気づいてほしいとか，アプローチできるよう
になったというところなんです。
小）　「日本文学」の授業ではどういうような
形で授業されているのかお話しいただけま
すか?
中）　あ，はい。「日本文学」は，二つのクォー
タで二人の担当者がそれぞれ担当するという
スタイルで，もちろん日本語で教えるんです
けれども，一方の担当者は「奥の細道」をな
さっていて，二人でやるということになった
ときに話し合ったんですね。で，私は同じも
のをやりたかったんですけれども，違うもの
の方がよいという風になったので，二人で
考えて，「百人一首」でもやりますかという
ことになって，まぁちょっとなかば強制的
に（笑）決まったんですけれども，「百人一
首」は古典であり，一番古いのは奈良時代に
できたというものもあるわけですが，それを
古典として教えるということはやってないん
ですよね。で，最初，どういうのを教科書に
しようかというときに，写真などが入ってい
る『百人一首今昔散歩』（5）というようなタイ
トルの新書版くらいの手頃なのがあったんで
す。昔と今を比較するような写真が載ってい
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るようなので，同じその歌が詠まれているそ
の風景が，今はこういう風景，昔はこういう
風景というようなのがあって，今と昔を比べ
られるような写真が並べられているというよ
うなのなんですね。そこで，ビジュアル的に
「百人一首」にアプローチしようということ
をテーマにしてみようかと ...。
小）　あぁ，いまの逢坂の関はこのようになっ
ているというような，ですね ...?
中）　えぇ，そうですね。で，期末レポートは，
一人一首を選んで，歌にまつわるビジュアル
資料を集めなさい，というふうにして，その
歌の作者の写真でもいいし，図でもいいし，
20くらい集めてレポートにしなさい，とい
うようなので，まぁ，言葉にしてしまうと古
典ということになって難しいところもでてく
るわけですし，音からアプローチできる部分
もあるかな，ということでCDを大音量にし
て聞かせて（笑），何が感じとれるかなとい
うような，音の響き的なものとかね。メロ
ディというわけではないですが，和歌を詠む
ときの特別なリズムというようなのもあった
りしますから，そういうようなところから何
かをつかんでくれたらいいなというような
ね。ここは文学部でもないし，ましてや国文
でもないので，考えたのがビジュアル的なっ
ていうのと，音からのアプローチっていうの
と，それとその一つの歌の作品世界に自分で
アプローチしてほしいというか，絵（を手が
かりとして）からアプローチしてほしいと
いう風に考えて， 1年目はいけたんですね。
で， 2年目は，その本が絶版となって再版
もないっていうので，急遽教科書を変えるこ
とになって ...。
佐）　あ，そうすると，その教科書を使ってと
いうことですか?
中）　えぇ，そう，何もないと難しいので，教
科書をお手本として使って，ということです
ね。で，その 1年目に使っていた教科書が

ないということで困ったのですが，ちょうど
参考書として使っていたものが，そのときの
教科書ほどではなかったのですが，絵のある
ものだったので，それを使うということでし
のいだんです。そういった感じで古典である
「百人一首」にアプローチするっていうこと
を考えて，さらによりよくしていこうと考え
ているところなんですね。
佐）　その授業ならボクも受けたいですねっ
（笑）。ボクが学部のころに受けた「文学」の
授業で教科書だったのがここにあるんです
が ...。
全員）　あ，ここにあるんですか ...?（笑）
佐）　『小倉百人一首の言語空間』（6）とかだった
と思うんですが ...。ちょっとすぐ見当たりま
せんが ...。
小）　もしかしてそこには昔の教科書があるん
ですか?
中）　おーすごいっ（笑）。
佐）　えぇ，小学校 1年生からの国語の教科書
が全部ね。国語という教科というか授業は大
嫌いだったんですが，教科書に書いてあるこ
とは楽しかったというか ...。
中）　書いてあることが楽しいのに，なんで
授業が面白くないのか，ちょっとなんか不
思議な感じが ...（笑）。読むことが国語なの
に ...（笑）。
小）　それ，先生の話聞かずにずっと教科書だ
け読んでるような感じですね（笑）。
佐）　なんかいろいろ示唆的ですね ...（笑）。... 
えぇーっとちょっと見当たらないんですが，
その授業は教養の授業ではなくて，専門の
「文学」という科目（7）だったと思います。む
かしは，そんな写真付きだの音付きだのとい
うような本はほとんどなかったと思います
ね。さっきのもう一方の「日本文学」のクラ
スの「おくのほそ道」なんかだと，一緒に旅
をするような感覚とかね，あるいは地理的な
のと結びつけたような，いわゆる人文地理学
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的な視点も入れてもらえてたら，ボクなら楽
しいなぁって思えるでしょうね。
小）　一度は親不知（8）に行ってみるとかね。
佐）　そうそうそう，何で行ってみるかとかね。
実は歩いて行っとったんやねっていうことが
あったときに，こんなに大変やったんやでっ
てなって，学生たちは何を感じるか。中村先
生がさっきおっしゃった感受性というのが
ね，教養の中ではポイントの一つになるかな
とね。
中）　ただ，私はそのように感じ取ってほしい
と思ってるんですけれども，学生がどう受け
取っているのかっていうことについてはね，
まぁ，一人でも二人でも感じ取ってくれてれ
ばいいなとは思うんですが，やはり数は多け
れば多いに越したことはないので，そのあた
り，どう伝えて，伝えたいことをどう伝える
かというところですね。ただ，私は専門では
ないっていうところを意識しているようなし
ていないようなところはあるんですが（笑），
専門ではないものをそんなに強制的にという
のは絶えず思うので，学生にはそんなに強く
は言わないし，おもしろい話からそういう風
なところにつなげていけたらいいな，とい
うそのくらいのものなんですけれども，そ
うなると，私の伝えたいことっていうのは，
伝わっているのか，伝わらないのか，そこ
が結構悩ましいところではあります。ただ，
昨年，A11教室（9）で授業をしていましたが，
まぁ，自己満足なのかもしれないんですけれ
ど，結構伝わっていたような（笑），錯覚に
陥っているのかもしれないんですけれど，後
ろのほうで寝ていたり違うことをしている学
生もいるんでしょうけれども，私が勝手に聞
いてくれているという風に感じていたのかも
しれないです。

3.3. ことばと連想
佐）　その評価というか，課題というか，そう
いうのはどうされていたんですか?

中）　期末試験もありますし，期末レポートも
ありますし，またミニ課題のような形で，ど
のようなことをこれこれについて感じたまし
たか，というようなね。例えば，百人一首で
は秋の歌が一番多いんですね。では，どうし
て秋の歌が一番多いと思いますか，というよ
うなことをあなたが思うところを自由に書い
てみてください，というようにです。まぁそ
れがどのくらい意味があるのかっていうこと
もあるんですけれども，その学生たちが自由
でいいから何か理由を考えて書いてください
というふうにしたんです。
佐）　その中に面白いのはありましたか?
中）　んー，今ちょっとすぐには思いつかない
ですが ...。あ，今ひとつ面白いと言えるな
ら，紅葉狩りっていう言葉がありますよね。
で，お花見っていう言葉もありますよね。
でぇ，なぜ，紅葉見，ではなく，紅葉狩りっ
て言うのかということを書いてもらったこと
があるんですよ。
全員）　（思案中）
中）　そこに面白いのがあって，狩りっていう
のは動物をつかまえることだから，何かをつ
かまえることでなければならないので，もみ
じも持って帰ってくることになるのではない
か，というふうなのとか，狩りっていうのは
動物を狩るっていうことだから血を見ること
もあるので，真っ赤に紅葉したもみじと関連
するのだというようなのとかを書いた人もい
ました。
佐）　連想というような感じですね。
中）　はい，そうですね。それで，さらに面白
かったのは，紅葉狩りっていう言葉があって
花見っていう言葉があるのだから，桜狩りっ
てことばはあるんだろうか，っていうのもあ
りました。で，実際，桜狩りっていう言葉は
あるんです。
全員）　あるんですか !!?
中）　あるんです。今は桜狩りって言わないで
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すよね。いまでこそ桜はソメイヨシノなわけ
ですが，ご存知のように江戸時代に作られた
ものなわけですが，護岸工事に合わせて植え
たらしくて，したがっていまは生活の周りに
桜はあるんですけど，昔は山桜，奥山に行か
ないと桜は見られない。貴族は庭園に植えら
れたのを見られますが，ふつう桜を見に行こ
うと思えば，奥山に出かけなければいけない
から，桜狩りだったんですね。
佐）　それって桜を実際に狩ってくるから桜狩
りなの?それともすこし心理的な面から考え
て，例えば，狩りのモードになって奥山に分
け入っているから，見るんじゃなくて狩る，
というような言葉になるんですか?
中）　あぁ，狩るっていうのは，動物を狩るの
意味だけでなく，求める，訪ねるという意味
もあって，紅葉にしても桜にしても，それら
を訪ねて山に分け入る，求めていくっていう
ような意味だったらしいんです。
小）　狩るというプロセスを表しているという
ことなんでしょうか。
中）　そうそう，わざわざそれをもとめてここ
ではなくそこにいく，というような意味です
ね。葡萄狩りというような何かを求めて狩る
という意味ももちろんあります。動物を狩る
という兎狩りのような意味もあるんですが，
何も得なくてもそれを求めに行くというよう
な意味があるということですね。
小）　今の話に共通しているのは，あることば
と意味との記号的な一対一対応の世界から
ちょっと解き放たれてみるということかな。
つまり，見るっていうことはこういうことだ
とか，狩るっていうことはこういうことだと
か，一対一で正解を想定していたことに対し
てそれ以外の意味の広がりを知ることとつ
ながっていると思います。それこそイメージ
の中ではいろんな意味になり得るし，現場に
行ったら違うし，また深く考えてみたら違う
しというような。それがテストの正解を覚え

るのとは異なる，大学ならではの教養的な学
びなのかもしれないですね。

4. 意味の構造をさぐる
佐）　ことばっていうのは，この対談シリーズ
では，ことば，というのを「言葉」ではな
く「ことば」というふうにひらがなで書くよ
うにしているところがあるんですね。用語な
んかはもちろん「言葉」という風に書くこと
が多いわけですが，「ことば」というふうに
書くことで小西先生がおっしゃったように
一対一の対応ではないことばの意味と言いま
すか，一つの意味ではないことばの意味を自
分で求めるというか，自分で学んで自分なり
のそのことばの理解をする，ということに相
当するのかということであれば，大学での学
びという点では有意義なことだなと思いま
すね。

4.1. 『黒き猫』をめぐって
中）　あぁーちょっと話はそれるんですけれど
も，菱田春草っていう江戸時代の画家がい
て，猫の絵が公開されるというので名古屋に
ある美術館まで見に行ったんですよ。それが
『黒き猫』というタイトルで，私はそのタイ
トルが黒猫だと思ってたんです。その黒き猫
というのが，つまり今だったら黒い猫なわけ
ですが，その『黒き猫』というタイトルを見
たときにとっても感動したんです。私はずっ
と黒猫だと思っていたんです。黒猫っていう
カテゴリというかその黒猫という範疇で描い
たと思っていたんですが，それがただの黒い
猫だった。白い猫でも茶色の猫でもなく，ど
こにでもあるただの黒い猫を描いたというこ
とにとっても感動したんです。これわかって
もらえます??（笑）
小）　実物の絵の写真は検索できますか?
佐）　これですか?（10）

中）　そうそうこれがたぶん見に行ったのと同
じだと思うんですけど ...。
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小）　黒猫というカテゴリではなくてただそれ
があるという ...。
中）　そう，ただの『黒き猫』が描かれてい
た ...。切手の絵にもなっていたりしますね。
朦朧体っていう描き方で輪郭をぼやかすのが
特徴なんですけどね。
全員）　（鑑賞中）
佐）　中村先生が最初に想像されていたのは?
中）　黒猫というカテゴリだと私は思っていた
わけです。でも，菱田春草が描いたのは，黒
い猫なんですよ。白い猫もいるし茶色もいる
し，でも，その猫は単に黒だった，という，
そういう意味だったんだなと，私はそのこと
にとっても感動したんです。
小）　なるほどなるほど。
佐）　あのぉ，ボク，まだ，ちょっと，わかっ
てない ...（笑）。
中）　うふふふっ（笑）。
小）　その（最初に思われた）黒猫というのは，
黒猫のイデア的なものがすでに存在するみた
いなものだったんですよね?
中）　そうそう，そうですね。最初はそうい
うものを描いたと思っていたんですけれど
も ...。
小）　つまり，黒猫という記号的なものが一対
一であったけれども，この『黒き猫』という
絵はそのイデアを写し取ったものではなく
て，単に黒い猫を描いただけだったという，
つまり，黒猫というものが実在するのではな
くて，いろんな猫がいる中でここではたまた
ま黒い猫がいたから黒い猫を描いただけで，
この人は黒猫を描こうと思って描いたのでは
なくって，描こうとした猫が偶然黒かったか
ら黒い猫を描いたということを感じ取られた
ということなんでしょうか?
中）　あ，はい。そのことが『黒き猫』という
タイトルなんだということに気づいてとって
も感動したんです。
佐）　そういう感覚っていうのは，どういうと

きにでてくるものなんでしょうかね。そうい
うのあるんですか，小西先生 ...。
小）　ときどきありますよ。なんかこう，うー
ん，すぐ思いつかないんですけど，あるんで
すよ。つまり，アタマの中でそういうカテゴ
リやと思い込んでしまったというか，例え
ば，自分の専門用語なんかもそうなんです
が，何たら効果というのがあって，何たら効
果やと思ってるんだけれども，それは実体と
してあったわけじゃなくって，あくまでも事
象が先行してるんだということに気づかされ
る，というか ...。いい事例がないかなぁ...。

　─ 中略，佐々木がこの感覚的なことにいつ
までも腑に落ちないので，何度も中村先生
と小西先生から同じ会話を繰り返され続け
る ... ─

佐）　うーん，なんとなくわかってきたよう
な ...。でもその感覚はどうやったら人に伝え
られますかね?これ，経験というか，現象論
的なというか，中村先生の中にその現象があ
るような感じがするんですが ...。
中）　うん，そうですよね，なにか個人的な感
じというか ...。
小）　うーん，なんやろ，これ具体例がやっぱ
りすぐに思い浮かばないんですが，例えば，
黒猫を描いてください，と言われれば誰でも
描けるんですよね。つまり，ここで猫を描い
て黒く塗れば黒猫になるわけですよね。つま
り，モデルがいなくても黒猫は描けちゃう。
でもこの黒き猫は，そういうアタマの中の記
号処理とは違うかたちで描かれているんです
よね。
佐）　うーん，ボクはそのプロセスが知りた
い。そういう風に感じられたのはなぜかとい
う ...。
中）　それが，黒猫っていうことばと黒い猫っ
ていうことばとの違いっていうか，それが黒
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猫っていうタイトルでなくて，『黒き猫』と
いうタイトルになった理由なんじゃないか
と ...。
佐）　それって結果として黒だったというよう
なことでしょうか?
中）　うーん，...まぁ，結果論としてはそうなっ
てしまうかなぁ...。
佐）　いま，ボクはどういう感覚の変遷でその
ように中村先生がお感じになったのかという
プロセスを知りたいんですけどね ...。小西先
生は理解されたわけでしょ?
小）　僕も言語化はちょっと難しいかもしれな
いけど，たしかに直感としてそういうような
ことはあるっていうのはわかる。フィールド
でもよくあるんですよ，これがほんまのこ
れやったんやっていうようなニュアンスね。
うーん，なんやろうなぁー...。自分の経験に
即した具体例が出てくればいいんやけど ...。
中）　まぁ，目の前にあるのは，猫，ですよね。
それが，黒猫というカテゴリの中の猫なの
ではなくて，それは，猫で，その色は，黒
だった，という，まぁ，やはり結果として黒
猫だったということになるんですが ...（笑）。
黒猫というのを描こうとして描いたのではな
く，目の前にあって描こうとした猫が黒だっ
たという，まぁそう言ってしまえば，結果
的に黒だったということになるんだけれど
も，でも，結果的に黒だったっていうことと
はちょっと違うんですよね。その眼前にある
ものが黒であって，黒猫というカテゴリの中
にあるものを描こうとしたのではないからこ
そ，黒き猫なんじゃないかというふうに私が
受け取ったわけです。
佐）　そういう風に絵というのは鑑賞するんだ
ねぇ（笑）。ボクね，絵とか美術の鑑賞の仕
方って全然わからなくってね ...。
中）　あ，いや，それは，私がちょっとことば
にこだわるというところがあるからであっ
て，美術の鑑賞の仕方とはちょっと違う。

佐）　でもさぁ...。
中）　うん，でも，タイトルとその絵との関係
性を強く感じるからであって，美術一般の鑑
賞と私の鑑賞とは違うから，それが普遍的な
ものではないと思う。まぁ，一つの鑑賞の仕
方ではあると思うけど ...。
佐）　うん，なんとなくわかってきたのは，概
念と現象との不一致感ていうのかな，あるい
は一致感っていうのかな，そういうのが中村
先生の中で起こったっていうことですよね?
中）　うん，まぁ，そうですね。
佐）　あ，いやね，心理屋としてはね，そのメ
カニズムというかプロセスを知りたくなるか
ら，どういう風に説明が付くのかっていうの
をボクはちょっと問うてる訳なんだけどね。
小）　概念と現象が不可分やと思い込んでたも
のが，また別の現象を見ることによって，実
はそれが不可分であるということが自明では
なかったということに気づかされるというこ
と，かな ...。
佐）　うん，そうかな，おそらく ...。
中）　うん，そう，かな，私には黒猫という概
念がまずあって，その絵も黒猫だと思ってい
た，けれどもその『黒き猫』というタイトル
を見たときに，今までのそれは違うものだと
いうふうに意識したっていう ...。
小）　自分にひきつけて考えてみると，僕は祭
り研究をしているのですが，祭りってこうい
うものだという通念的な理解がありますよ
ね。にぎやかな非日常的空間というか。その
一方で，神社での神事に参加してつぶさに観
察すると，神様をお迎えして，五穀豊穣を祈
る場面が必ず出てくる。ここでは確かに「ま
つっている」，これが祭り /祀りの中核なんだ
と感じることがあります。現場での経験を通
じて，ことばの意味をより精緻に理解できる
ようになるというか，より複雑な構造をもっ
ているものだということに気づかされる。
　最初の対談でことばの粒度（11）の話があった
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じゃないですか。文化人類学者は文化ってい
うことばを専門性が高くなればなるほど使い
にくくなるということがあって，軽はずみに
文化なんて言っちゃうと専門の議論としては
軽はずみすぎてもっと複雑な過程がある。で
も，みんな向けにgeneralな話をするときに
は，これは文化ですねって言ってしまうとい
う，そういうのとも結びついているんじゃな
いかなと思ったんですが，この話は結構深い
ですよ ...。
佐）　これ，面白いな ...（12）。この対談ならでは
やな ...（笑）。あの，さっき，話はそれまし
たが，って中村先生はおっしゃったんですけ
どね ...（笑）。
小）　より深く核心を突いた話になってきたと
思いますね。

4.2. ことばの概念と実体 ─ カテゴリ的理解と
例示的理解 ─ 

佐）　うん，やっぱり，ことばを中心に考えて
いると，概念とか現象とかことばが持ってい
る意味の度合いというか大きさいうか，そう
いうのをいつもね，ボクらはいつも意識しな
くちゃなんないはずなんだけど，実はしゃ
べっているときに，同じことばに関してある
大きさの粒度で話している問いもあれば，違
う粒度で話しているときもあるわけですよ
ね。「情報学」の授業では最近は時間が無く
てやれてないけれど，ちょっと前までやって
たのは，概念，あるいはことばの使われ方で
すね。例えば，「新幹線」ということばがあっ
たときには，「乗り物」という概念の中では
「新幹線」という実体，つまり具体例になり
ます。他の「乗り物」の具体例として「自動
車」とか「船」なんかがあげられますね。こ
ういうのはインスタンス（実体）って呼んで
ます。一方で，「北陸新幹線」とか「東海道
新幹線」と言ったときには，その新幹線たち
は「新幹線」という概念の中に位置づけられ
て具体例として存在することになりますよ

ね。ということは，「新幹線」ということば
が，こんどは概念としての「新幹線」を意味
することになります。こういうのはクラスっ
て呼びます。カテゴリといってもいいかもし
れません。つまり，ことばは，インスタンス
にもなるしクラスにもなる。言い換えれば，
事例としての具体例を表す可能性もあれば，
概念的あるいは抽象的な意味を表す可能性も
ある，ということになります。ボクらはそれ
を日常生活の中で，何も意識せずに使ってい
る。使うときはね。でもよくその会話を聞い
て観察していれば，今話された「新幹線」と
いうことばが，概念としての新幹線であるの
か，あるいは実体としての新幹線であるのか
ということは分析できるわけです。これがボ
クの言ってることばの粒度ということなんで
す。意味の粒度と言ってもいいですね。
中）　広い意味と狭まるっていう意味とです
よね。
小）　それは例えば，明日金沢から東京に行き
ます，という人がいたとして，「新幹線で行
くのですか?」と尋ねるときには，それは北
陸新幹線を指しているのであって，九州新幹
線のことは指していない。一方で，「A君は
新幹線が好きです」って言ったときは，北陸
も東海道も九州も入ってる。
中）　そう全部入ってる。
小）　そうそう，そういうことありますよね。
で，教育の方に結びつけるとすれば，高校生
までの間に学生はそういうカテゴリをある程
度身につけてくるんですよね。例えば，人文
学部の新入生研修で留学して何をしたいです
かって言ったら，日本文化を発信したいで
すって言うわけです。でもそこで，日本文
化って何，って訊いたら，あんまり返ってこ
ない。なんとなくアタマの中に漠然とした日
本文化のイメージがあるんだけれども，実は
かなり表面的にとらえている。一対一のよう
な感じで，例えば，アニメだったり漫画だっ
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たり，あるいは兼六園とかかなぁとか，かな
り少ないイメージで文化を語ろうとする。そ
れらを大学では広げてやらないと次には進め
ないということなのかなと思います。
佐）　そういう意味で，これ，ことばを教える，
ということになっちゃうけど，もちろん学ん
でもらってもいいんだけど，ことばを知って
もらうというのは大事かなとは思いますね。
だから，各学部での専門教育でことばはたく
さん知ってもらわなくちゃなんないとお考え
になる先生方が言葉の試験をされるのは重要
なことなのかもしれないけれども，「知る=
ネットワーク化される」かどうか，さらには
「関係づけられる」かどうかということとは
また別なので，そこをどうやって補ってやれ
るかということが教員の腕だろうなぁという
風にいつも感じるんですよね。
中）　その言葉の試験っていうのは，専門用語
のっていうこと?
佐）　うん，そう，これは何か説明しろ，って
いうことですよね（13）。あるいは説明されて
いるものに対して用語を答えられないと，専
門の中ではそういう言葉が使われるわけだか
ら，その概念を知ってなくてはならないです
よね。つまり，言葉と概念を知ってなきゃな
んないんだけど，そのときにただ知ってるだ
けではダメだよねってね。
中）　それはなにか一対一的な感じがします
よね。
小）　たぶん二つのフェーズがあって，一つは
一般的な言葉の意味を広げていく，例えば，
心理学だったら，心っていう言葉はどういう
意味をもっているのかという点で意味を拡張
する，より専門的なところに入ってくるとピ
ンポイントな専門用語というのは幅広い事象
の中のこの部分を指しているんだっていうふ
うに説明されて身につけないとわからないと
いうように，一般的な言葉と専門用語との二
つの次元があるような気がします。

中）　その専門用語だけを提示しても，ただ暗
記するというのではとっても残念で，暗記し
ても何にもならないっていうことであって，
それをもとに考えられるようにならないと，
小西先生がおっしゃったように，一般的な範
囲はこのくらいで，このくらいが専門用語な
んだっていうような，いわば対比的なところ
を見せてあげないと，こちらのこの狭いとこ
ろではこうですよって示したところで暗記す
るだけにしかならないような気がしますね。

4.3. ことばの理解における回り道
佐）　しかも，なんちゃら論っていう専門科目
の中で，ある用語があって，次に用語があっ
て，というふうになっていって，それらの言
葉の関係がこうなっているよと言われても，
それぞれの用語の中の一つでもわからない用
語があったときには，たぶんその関係性やつ
ながりもわからなくなるということになるだ
ろうというのは容易に想像できるので，どっ
かでつまずくということはそういうことなん
だろうし，学生たちがどこかで引っかかると
かいうのは，この関係づけのリングというか
リンクがどこかで途切れちゃうというか，そ
うするとその先に行かれなくなっちゃうとい
うかね。そうするとね，パラレル（14）なコー
スというかリンクをどのように作っておいて
やれるかということが重要だなと今の話を聞
いていて思うし，これだけ順番にキチンと教
えていけばいいというようなものではないん
だろうなぁ，とも思いますね。そこね，例え
ば，つまずきがあっても迂回して，違うコー
スを使って ...。
中）　...少しは遠回りはするけれども ...。
佐）　そう，辿り着けるというか，関係づけら
れるというか，そういうことを考えておいて
やらないと，これらを順番に覚えていけよ，
理解していけよというように期待するのは，
大学として，今の大学としてはね，ダメな気
がしますね。高校までの中等教育だったら
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ね，一個一個のパーツが独立しててもね，例
えば，物理の分野だったら，電気と電流のと
ころはわかんないけど力のところはわかると
いうようなことがね，そういうのはあっても
いいと思うけれど，大学だとそのやりかただ
とほんとに理解したことにならないからね。
本学の評価には，S，A，B，C，Dという風
にあるんだけど，実際にはSとDくらいしか
ないんじゃないかっていうような感じもね，
します（笑）。
中）　中間がないっていうね ...（笑）。
佐）　そのくらいのことなんじゃないかって
いうふうにもね，今の話をしていて思いま
した。
中）　 1か 0かっていうようなね ...。
小）　そこは難しいところで，この前のFDで
の講演会（15）でも質的なところをどのように
評価するかという話がありました。ただ，レ
ポートを採点していて感じるのですが，直感
的に僕が言いたいことをわかってくれた !と
いうレポートもあれば，一方で全然わかって
くれてないっていうレポートもあります。そ
ういうのは，学生と教員がどのくらいシンク
ロしたかっていうところに依存しているよう
なところがあるから，それを定式化すること
はすごく難しいなって改めて思いました。
佐）　『黒き猫』もそうなんだけど，いまだにボ
クは中村先生の感じられたことや小西先生の
納得されたところにまではいけてないから
（笑），この感覚をどうやって評価してもらう
か，評価するかということになると，これは
難しいかなぁ，とね。レポートも同じような
のかもしれません。学生たちのを読んでい
て，すぐに納得できるレポートと，いくらた
くさん書いてあってもこちらの意図が届いて
ないと感じるレポートとがあるからね。
小）　そこで共感できるかどうかっていうとこ
ろに言葉の使い方とか選び方が関わっている
のは間違いないと思う。

佐）　学生たちがすでにもっているイメージと
かネットワークにどれだけわれわれが付帯す
るというかくっついていってやれるかという
ところは，現代の大学においては考えてあげ
ないとという思いはありますね。教師につい
てよく言われるのは，言い換えが重要という
か，言い換えるのが得意でないとダメじゃ
んっていうでしょ!?
全員）　うんうんうん ...。
佐）　いろんな言い方，いろんな説明の仕方で
一つのことをしゃべれないと，表せないと
ね。...だから，『黒き猫』について中村先生
には何度も繰り返して言ってもらったんだけ
れども，まださらにもう少し言い換えて言っ
てもらわないと，ボクが aha!!という風には
ならないということかもしれませんね（笑）。
中）　共有できないというか，共感できないと
いうことですね。
小）　たぶん，いろんな例を出してみることで，
その現象のメカニズムというところに迫って
いくということですね。それは似たようなこ
とがあって，心理学的にうまくいくような事
例が見つかると佐々木先生はぐさっとくるん
じゃないかと思います。
佐）　まぁ，中村先生が白猫だの三毛猫だの黒
猫だのって思われていたののなかで，黒い猫
だったんだというのの感覚はわかるんです
よ。でも，中村先生が感じられたそのときの
感動を共有するというところまではいけてな
いわけです。それはもちろん，ボク自身がそ
のときの状況を経験していないからかもしれ
ないけれどもね ...。
小）　例えば，文章のうまい方の文章を読んだ
ときに，うまくは言えないんですが，あるひ
とつひとつのことばが，ほんとうにそういう
意味なんだなというふうに伝わってくるよう
な印象を受けるときがあるんです。例えば教
養ということばの説明が書いてあったとき
に，この人は教養ということばの意味をよく
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わかって書いているのだなとわかるときのよ
うに，意味がその意味のまま伝わってくると
きがあるというか ...。これ，うまくなかなか
言えないんですけども ...。
佐）　それやろな ...。感覚っておっしゃってい
たのとか，意味が意味のままっておっしゃっ
ているのとか，それ，まさにね ...。
小）　ほんとにこのことばってこの意味だった
んだなということにいちいち気づかされるっ
ていうような文章がたまにあるんですよね。
佐）　それって直接入ってくるんでしょ?
小）　そうそう，直接入ってくるんですよ。そ
れを感じさせる文章がたまにあるんです。
佐）　意味だけじゃなくって，感覚とか感情と
か感性とかいうものも，文章を読んだり，歌
を聴いたりしたときに，理性じゃないところ
にズバっと入ってくるというような感じか
な ...。たしかに経験的にはメタ記憶としてあ
るように思いますね。
小）　なんというか，素通りさせてくれないん
ですよね。例えば，社会や文化にしても，普
段立ち止まって考えていたらややこしくて仕
方がないし，当たり前に感じている訳だけれ
ど，そこに出逢ったら，あぁそうだったんだ
というふうに立ち止まってしまう。でもそれ
は全然不快な経験じゃなくって ...。
中）　...あぁ，そう，気づかされるというね。
小）　...そう，わかって嬉しいっていうか ...。
佐）　...だから，それ，小西先生とこの前話し
ていたことだけど，ボクの大学院のときの指
導教官が，木曜に毎週研究室で研究会を開い
て発表者が論文の読み合わせをするんだけ
ど，そのとき先生が質問されるんですね。そ
の質問のされ方や質問の中身が，そのものが
ボクにとってはね，あぁそういうことだった
のか，そういう質問をしなくちゃいけないん
だ，そういうことを考えなくちゃなんないん
だ，といようなことがよくあったんですよ
ね。─ 中略 ─ こういうのは，たぶん，いま

話されていたような，意味が，気づかなけれ
ばならないところに直接入ってくることその
ものだったというか，そのことをお二人は
おっしゃっているんだろうなぁというふうに
思います。
小）　たぶん，それが，黒猫と黒き猫の話につ
ながっていますね。
中）　そうですね。
小）　それは，それ自体を定式化できることで
はなくて，コミュニケーションの中でふっと
でてくるようなものですね。それは対人だけ
でなくて，芸術作品に対してでも，思わぬと
ころで偶発的に発生するような類いのことで
すよね。
佐）　学生たちの課題の感想を読んでいると，
たまぁにこの学生はそういう感覚なのか
なぁっていうのはありますね。あぁそういう
ことだったのかっていうふう風に書いてくる
というか，先生の言いたかったこと，伝えた
かったことはそういうことだったのか，とい
うようなことをね，レポートの本文よりもむ
しろ感想のほうにつらつらと書かれている
ことがあってね。そうそうそれに気づいて
くれていればイイよ，というようなね。そ
れなら感想じゃなくって本文のほうに書い
てくれよっていうふうにも思う訳なんです
が ...（笑）。ちょっとしたメタ認知も含めて，
そういった感覚的なものというのがたまにあ
るわけなので，イメージとか感性とか感情と
か感覚っていうのがダイレクトに入ってくる
という感じというのができるといいんですけ
どね。

5. ことばと語彙
5.1. 語彙の増やし方
小）　この対談でよく出てくるテーマの一つに，
日本語の語彙をどうやって増やしたらいいか
という話があります。この日本語は学生に通
じなかったとかいう話を佐々木先生と二人で
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よくしてるんですが，もちろんジェネレー
ションギャップもあると思いますが，学生と
教員が共通の場を作っていく上で，このこと
ばを知っていないとうまく回らないというよ
うなこともありますよね。英語だけでなく日
本語のボキャブラリをちゃんと増やしておか
ないと英語もできないぞ，というようなこと
は僕が人文学部で担当している授業ではよく
言っているんです。でもそれってどうやった
ら増やしていけるのかなっていうのはいつも
考えていることなんです。
佐）　例えばね，そのやりとりの最初にメモし
てあるのを見てみるとね，「密接な関係があ
る」っていう言い方しますけど，その「密接」
の意味がわからないとか，「データを格納し
ます」っていうのの「格納」の意味とかね。
中）　あぁ，「格納」はわかんないかもしれない
けど ...。
佐）　「このボタンには機能がある」というのの
「機能」の意味とかね。わからないって言う
んですよ。...どうしましょう?（笑）「密接」
に関して言うと， 1年次基礎ゼミだったと
思いますが，プレゼンでメンバの一人が使っ
た「密接な関係」というのの「密接」の意味
がわからなかったので難しかった，というよ
うな感想が書かれていてね。
中）　ふぅーーーん ...。それは耳で聞いてわか
らないという意味ですか?
佐）　まぁそうですね。
中）　目で見ればわかるけれども，耳で聞いて
「密接」ということばを聞いてその漢字のイ
メージが出てこないということであって，書
いてあればわかるということなのかな?
佐）　そうかもしれないんですが，ミニッツ
シートに実際にそのように「密接という意味
が」云々という風に書かれていたので，その
あたりは定かではないんですが ...。でね，前
職の大学でね，そのようなことばの理解とい
うか既知かどうかという点でいろいろと不安

があったものですから，次のようなQ&A集
を作ったことがあったんですよ。
これね，情報工学系の学科での 2年次後
期に始まる情報工学実験っていう実験科目の
手引き書なんですけどね，最初に実験の心得
とか実験の流れとかレポートの書き方とかが
書かれてあるんです。そのレポートの書き方
のところには，書式とか見出しとか図表とか
いろいろ書いてある訳なんですが，この 4
ページくらいの部分を精読させて，わからな
い言葉とか用語とか不明な部分とか初めて出
合った表現とかあったら下線を引かせて，そ
のあと，それらを電子データで送らせてボク
が整理してQ&Aの方式にしてまとめたのが
これなんですけどね（16）。その中でこの対談
に関連するだろうと思うのは，言葉に関する
ところですね。やっぱり言葉を知らないとい
うことはたくさんあって，例えばですね，ど
こかで言われていたり聞いてきたりしたはず
なんですけど，「マージンってなんですか」
とか，「長音とダッシュの違いってどう違う
んですか」とか，「てにをはってなんです
か」って言うから，助詞の使い方のことです
よ，って言ってもわからないとか，「修飾被
修飾の関係について教えてください」とか，
ほかにもね，「節とはなんですか」とか，「検
討事項ってなんですか」とか，「合理的とい
う言葉がわからない」とか，「あらましって
なんですか」っていうから要約だの梗概だの
摘要だのいろいろ書いて応えたったし，「諸
点ってなんですか」とかね。まぁ，「言及と
いう言葉がわからない」とかあったのは，た
しかに「言及」っていう言葉はなかなか難し
いとは思うんですけどね。
小）　どこでこういうのわれわれは覚えたんや
ろ ...。
中）　うん，私も小西先生と同じでどこで習い
覚えたのかなってちょっと考えてたんですけ
どね。
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小）　たぶん習ったわけじゃないんですよね。
中）　習わないけど自然と身につけてきた。
小）　気がついたら知っている。
佐）　慣用句とかことわざみたいにね，そんな
言葉知らなかったよってなって，調べて覚え
てっていうような言葉もあるんですけど，先
に挙げたようなことばって，お二人がおっ
しゃったように，そうじゃないですよね。
中）　どこかで出合って知っているはずだけれ
ども，でも出合わずにきてしまったわけで
すね。
小）　これに限らず，佐々木先生と前に話して
いたのは，メールを書くときの文面でも，
「お世話になっております，みなさま万障お
繰り合わせの上，ご参加いただきますようお
願い申し上げます」，みたいなのもわれわれ
はいつからどこで使うようになったんだろ
うってね。
中）　それはまねですよね。何かそういうもの
を見て，あぁこういう風に書くんだなぁって
いうふうにしてまねしている。
佐）　よくわかんないんだけれどこの場面では
こんな風に書くんだというふうに，場面と設
定をわきまえて，まねる?
中）　うんうんうん。何かそういう風に書いた
ものを見る，あるいはそういう風に話されて
いるのを聞く，というようなところで身につ
けてきている。
佐）　今の子たちの場合は ...。
中）　...そういう場面が，ない。
佐）　それがね，前から小西先生と言っている
粒度の問題であったり，中村先生とお話しし
ていたときに言っていた 0次元の問題だっ
たりでね，短い時間の，小さな空間の，小さ
なコミュニティの，同じ価値観の子たち ...。
中）　極めて限定的な ...。
佐）　そういう子たちどうしでしか話さないか
らそういうことが起こってるんじゃないかっ
ていうね。

中）　けれども，私も友人関係が広かったわけ
でもないし，せまーい友人関係の中で生き
てきましたけど（笑），そんなふうにならな
かったのはなぜなんだろうって思うんですけ
ど ...。

5.2. 話し言葉と書き言葉で伝える
小）　こういう話もありました。文語と口語の
使い分けが学生たちのアタマのなかではっき
りしていない，むしろ文語が実は使えないの
ではないかということ。つまり，すべてのコ
ミュニケーションが口語ベースになってし
まっているので，文章を書いているときも口
語で書いていて，文語特有のことがこれまで
のコミュニケーションの世界に存在していな
いということなのかもしれない。
佐）　それと，主語とか目的語だとかも，口語
では文脈で落ちてしまうことが多いから，設
定せずに過ぎ去って話してしまうということ
もあるのかなとね。で，文章にしたときも，
先生は知ってるんやろうっていう感じで書い
てしまう。だから，ものすごく短い文章にし
かならないというか，もちろん短い文章で書
いて意味がよくわかるのならいいんですが，
たいがいはそうならないわけでね。
中）　たしかに，会話調で文章を書く学生はい
ますが，けれどもレポートなんかを見ている
と，それほどひどくはなく，もちろん短大も
そうで，「日本語表現法」を担当しているの
で文章は見ているんですけれども，そんなに
ひどいことはないんですが，ただ，書き言葉
で書くことのできない学生は多いように思い
ます。だから，その書き言葉で書くというこ
とを授業ではやっているんです。なるべく書
き言葉を意識して書きましょうとね。それは
日常会話ではないんですよとね。日常会話の
ようなことを書いていたらそれは話し言葉で
あって，それは文章を書くときの書き言葉で
はないというふうにね。
佐）　例えば，先生たちが書き言葉でしゃべっ
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たらどうなるのかな?
中）　書き言葉って言っても言葉自体は変わら
ないですよね。特にフォーマルなところでは
ね。文末や文の接続以外はかわらない。
佐）　たしかに，中村先生のことばは，書き
言葉に近い形でいつもお話しされてますも
んね。
中）　授業でも私はこうです。だから，私が話
しているのを参考にしなさいと言います。私
は話すときはフォーマルに話そうとしていま
すからね。
佐）　短大も先生の中にはそのように書き言葉
のように話される先生もおられるし，口語と
いうよりも何かを読んで話しておられるよう
に見えます。だから，そういう授業がたくさ
んあれば，そういうのを学生たちはまねてい
くから ...。
中）　あ，でも，学生たちは，書くときよりも
むしろ話すときに，より話し言葉的になるっ
というふうには見えます。書くときはもう少
し意識するのかどうかわからないけれども，
話すときにはほんとに会話的にしか話せない
ような学生もいます。
小）　それは，ある程度訓練が必要なのかも
しれないですね。それはたぶん，敬語とか
フォーマルさとかとは別の話で，書き言葉で
話すといったら変かもしれませんが，議論を
するための言葉で話すというか，自分の考え
を整理して話すモードに切り替えないといけ
ないところでしょうね。そうした経験という
のは，学生はそんなに多くないでしょう。た
だ，プレゼンの練習は高校までにしてきてい
るので，人前で話すことについては，そんな
に抵抗はない。でも，話し方は見てあげない
と，だらだらと話し言葉で話してしまって，
何を言いたかったのかいまいちわからないと
いうようなことになってしまう。
佐）　ここでゼミ生たちとサブゼミをやってい
るときに（17），おしゃべりを聞いたり，問い

かけたことに対する答えを聞いたりするとき
に，パッと意味のわかる文章として返してく
る学生っていうのは，二種類いて，一つは，
日頃から論理的に考えようとする学生，もう
一つは，じっくり考えていることを貯めてか
ら表出しようとする学生，この二種類はたい
がいまともなことばが返ってきます。─ 中
略 ─ やっぱり，自分で考えられる学生とか，
自分で理屈をつけたいと思う学生とか，そう
いう風にもっていくことが，あるいは態度を
もたせるということが，ことばを洗練すると
いうことになっていくんじゃないかなって
思ってはいるんですけどね。つまり，まねる
だけではなかなか難しいというところはある
なと ...。自分の考えたことを正確に伝えたい
と思うからこそことばを学ぶんじゃないかし
ら?そんなことないですか?
小）　それはありますよね。自分の言ったこと
や意図したことがうまく伝わらないというの
はフラストレーションが溜まるというか，相
手に伝わるような表現をしたいっていう願望
はあると思います。そのレベルの話であれば
学生たちに伝えやすいですね。例えば，将
来，客先からの電話を取り次がなければなら
ないことになったとき，あなたのこの語彙で
お客様の言いたいことが自分の上司にうまく
伝えられますか，というようなことは言え
ると思うんですけども，でもそれは，自分の
ことを反省的にというかリフレクティブに見
られる機会がないと，自分の言っていること
がいかにわかりにくいかを認識することは難
しい。たまに授業でプレゼンをビデオに撮っ
て見てもらうと，いかに自分の言っているこ
とがわかり難いかが身にしみてわかりますよ
ね。学生はそういう授業の受け方はあまりし
てきてないと思うから，書いたことに対して
赤が入って返ってくることはあっても，発
言に対して添削されるっていうのは，まぁ，
シュウカツの面接対策でくらいしか経験しな
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いかもしれない。
佐）　それってやっぱりまねてるんかな。その
言い方やっぱりいいやんとか，あの言い方わ
かりやすいやんとか，だからまねるという感
じかな。
小）　それはたぶんあると思う。そのなかで話
し言葉の基準みたいのが決まっていくのかも
しれません。変な話，大学教員は書き言葉で
話すことに慣れた人たちが多いような気がす
るので，そこから観ると全然ダメに見えるの
かもしれない。ただ多くの学生たちが専門家
になるわけではないから，学生たちが妥協で
きる範囲でということになると，やっぱり
シュウカツの面接で伝わる程度のっていうこ
とになるのかなという気がしますけどね。
全員）　（笑）
中）　やはり学生同士が発表できる場を作って
あげる，そこで学生レベルでのよい話し方を
まねる，ということですかね。...それにして
も，語彙の貧弱さというのはどこから来るの
か ...。
小）　単純に読書量が不足しているからだとか，
ことばに触れてないからだっていう話はよく
耳にするのですが，その他に原因があるとい
うことであれば聞きたいところですね。
佐）　われわれとしてはね，その原因よりも，
むしろ，どうすればそういった学生たちにま
ともに書かせるようにしたり話せるようにし
たりさせれるかを考えてやる必要はあるわけ
やよね。だからといって，リメディアルだの
初年次教育だのっていうのではなくって，授
業科目の中でたくさんの先生たちがそれぞれ
の努力（つまり，創意工夫）をされることで，
学生たちは身につけていくんじゃないかと思
うんですよね。つまり，一部の先生たちある
いは一部の科目でそれらをやるのではなくて
ね。この大学の先生たちはみんなその姿勢を
もっているというような感じにならないと，
と思います。

全員）　うんうん ...。
佐）　特に 1， 2年次はね ...。 3， 4年になっ
て卒論なんかでキチンと指導するからいいと
思っておられる先生方もおられるかもしれな
いけれど ...。
中）　...でも， 3， 4年になって急にっていう
ふうにはならないですものね。
佐）　 1， 2年生のときにどれだけたくさんの
ことばを浴びせさせられるかが大事なような
気がします。

5.3. 語彙に出会うためのことばとの向き合い方
中）　そういった意味でも，リサーチの必要な
ディベートね，とにかくいろんなことを調べ
てみるっていう，それを積極的にしないから
なにも手に入るものがないので，日常生活の
狭い友達同士の世界だけで完結しているの
で，いつまでも身につかないしふれることも
ない。
佐）　そうね，どっかに書いてあるもんね，「合
理的」なんて言葉はどっかに書いてあるも
んね。
中）　そういった語彙が見いだせるようなもの
をリサーチさせる，調べさせるっていうこと
でないと，近づけていくっていうことはでき
ないように思うんですけどね。
佐）　さっき，読書がって言っておられたのも，
そう，さっきの狭い短い「 0次元」の話と同
じで，例えば，「合理的」なんて言葉は何か
の軽い小説ばかり読んでいたのではほとんど
出てこないかもしれないし，「言及」なんて
言葉だって出てくるかどうかわかんないので
ね。そういうのがでてくるようなのをボクら
があえて提示できればおもしろくなるんだろ
うなって思うんですけどね。
小）　そういう意味でも，教養科目を提供する
教員の多様性というのは必要だと思っていま
す。大学教員には教員免許があるわけではな
いから，同じ教授法のベースをもっているわ
けではないので，ある程度，いろんな背景を
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持った相手に伝わることばっていうのを磨か
なければならないっていう状況がありますよ
ね。そういうことをもう少し教員も学生も意
識してみることで，いろんな先生の授業を受
けることでいろんな先生に通じるようなこと
ばを磨くということは重要だと思います。
佐）　それを伝える科目っていうのがないとダ
メな気がするんですよね。それが結果的に初
年次教育だったりリメディアルだったりって
いうことになるのかもしれないけれど，なん
ていうか，大学っていうのはこういうところ
だよとか，こういう風に授業や先生の話は聞
くんだよとか，こういう風に調べるんだよと
か，ですね。調べ方とか聴き方の方法では
なくて，態度，ですね。それをどうやって
知らせるか，それがたぶん基礎ゼミの第 1
クォータなんじゃないかな。まずは態度形
成ね。それが圧倒的に欠けてるんじゃない
かな。
小）　どうやったらその態度っていうのを作る
ことができるかな ...。少なくとも，僕より下
の世代はわかんないですけども，態度の問題
となってくると，先生や先輩たちの背中を見
るしかなかったわけですよ。先輩はこういう
風にやってるから，先生たちはこういう風に
やってるから，同じようにやったらうまくい
くから，じゃぁまねしようってね。それを
たった 1クォータの 2ヶ月半ほどで身につ
けさせることができるのかどうか ...。
佐）　「心理学」の授業ではそのような働きかけ
はいつもやるようにはしてます。例えば，注
意と注意過程というようなテーマの回のとき
だったら，先生の話を聞くときに向けている
のも注意だし，なにか選択的に意識を集中さ
せているときっていうのも注意だし，周りの
ことを無視してあることに注意を向けるとい
うのもそうだし，っていうふうに，日常的な
場面をいつも想定しながら心理用語を使う機
会を与えるというか，使える場面を例示する

というか，そういう感じですね。心理学の場
合は，まぁ，それがやりやすい，例示しやす
い科目であるというのもあるとは思うんです
けどね。でさらに言えば，そのことばやその
概念を直接教えたり学ばせたりするのではな
くて，それらのことばや概念を通して，つま
り使って，もっと学ぶ態度や姿勢や意味を伝
えられるようにできるのがいいなと思ってま
す。その意味で，いつも言いますが，初年次
教育とかリメディアルなんていうのは大学に
は必要ないと考えているわけです。先生方の
場合はどういうふうですか?
小）　いずれにしても，ことばに対して自覚的
であることは重要だと思っています。例えば
今年度の人文学部基礎ゼミでは，学生たちの
希望を聞いていたら自然にそうなったのです
が，日本語と英語について翻訳を通して比較
していこうということになりました。具体的
には映画や文学作品を自分で翻訳してみて，
翻訳できないことばを抽出して，なぜそれが
翻訳できないのかを考えてみようということ
になったんです。先ほどの話と通じると思う
のは，英語が対立項としてあって，今まで自
明だと思っていた日本語の意味がひっくりか
えされるというか，より深く考えさせられる
というか，そういう機会になっていると感じ
ます。結局これは英語の学習ではなくて日本
語の学習になると思っています。つまり，ど
のようなかたちであれ，自分たちが使って
いることばそのものを意識する機会という
のは，早い内にあったほうがいいなと思い
ます。
佐）　それはたしかに直接的に意識されるタス
クやよね。短大でされている表現法だって
ね ...。
中）　...「日本語表現法」ですね。あれは専ら
書くことですからね。
佐）　そういう態度形成にはとてもいいなぁと
思います。
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中）　去年はできなかったんですが，「日本語表
現法 I 」のところでは発表をやらせてみたん
ですね。ただ，いかんせん時間が足りなく
て，発表だけでもかなり時間がかかりますか
ら，レビューというのがいいんでしょうけれ
ども，さらに学生たちどうしでピアレビュー
させるというのがもっといいんでしょうけれ
ども，なかなかその時間が無いんですよね。
いまは一クラス45人程度なんですが，発表
を 2回はさせるようにして，社説の簡単な
発表ともう一つはブックレビューということ
で，30秒と 1分くらいとなんですけれども，
発表はそういった意識づけには，やはり，効
果があるように思うのですが，時間との問題
というのがあって ...。
小）　しっかり前後のレビューとかも含めてや
ろうとすると，何時間もかかるということに
なりますね。
中）　そうすると他のやりたいと思っているこ
とにも影響してくることになりますしね。そ
れに， 3， 4コマもモチベーションを保た
せる力量が私にあるかどうかというのもあっ
て ...。つまり，自分の発表はいいとして，人
の発表を聞くというところになると，私が
それを誘導できるのかなっていうのもあり
ます。
佐）　それは「プレゼンテーション」の授業で
も，もう一方の担当者と議論に毎年なるの
は，発表するということよりも，聞くという
こと，聞く耳を持たさせるということが，ほ
んとにいつも問題になってますね。プレゼン
テーションの授業準備での議論で毎年話題
になるもんだから， 1年次後期のプレゼミ
ナールの最初には聞くっていうことがどうい
うことかっていうのを自覚するようにかなり
言います。発表はもちろんだけれども，人の
を聞いて自分がそこにどれだけ意味づけがで
きるようになるかとか質問ができるようにな
るかということをいつも意識していなさいっ

て言うんです。これは何回も何回も言うんで
すけどね。それでも，半分くらいの学生たち
しか意識的に手を挙げるということにはなっ
てこないので，もちろん，他の半分の学生た
ちにしてみれば，先に言われてしまったとい
うようなふうになっているのかもしれません
が，でもそういう学生たちがどのくらいこと
ばに対する意識づけができてるのかは非常に
不安なところではありますね。ただ，そこ
は割り切って，積極的に手を挙げる学生た
ち中心に回っていってしまってますけどね。
まぁ， 7掛けくらいならね，ヨシとします
けど，いまのままだとね，半分いくかいかな
いかだから，教育効果も含めて，ちょっと
ね，疑問に思うところはありますね ...。結局
人数か，というような話になってしまうんで
すけどね。

6. ことばによる制約と脱却
小）　授業中に黙ってしまう学生のパタンには
大きく 2つあって，一つはジックリ考えて
いるからいまはまだ，というのと，もう一つ
はどこかでフォローできなくなっちゃってる
というのがあるとおもうんです。後者の場合
は途中でもうムリとなってしまう訳なので，
どういうふうにそれをすくい上げていくかと
いうのは難しいなと思います。
佐）　そうそうさっきのリンクの話もそうだけ
ど，どこかでプチッと切れちゃうとね，周り
道の方法や話や工夫をプレゼンターが用意し
ているわけではないから，ボクらがむしろど
のくらいフォローしてやれるかっていうこと
が大事になってくるかもしれないし ...。
小）　必ずしも，そのついていけない学生が怠
惰だとは限らないという気がしています。
しっかり聞いているように見えても手元の
ノートには何も書いていないという学生はわ
りといて，ひょっとすると，そういう学生
は話を100％理解しようとして途中で失敗し
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ているのではないかな。自分を振り返って
も，相手の話を100％， 1から10まで聞いて
いるわけではなくて，話の中から自分とのつ
ながりを見いだして，内容を自分なりに理解
していくというのが，聞くことの技術になっ
ているかもしれない。先生が内容をすべて黒
板に書いてくれるタイプの授業とは異なる聴
き方に切り替えることを，ノートテイキング
の技術に関連して意識しておく必要はありま
すね。
中）　これに関連して，日本語教育のことで思
い出したんですけれども，例えば，読解とい
うことで文章を読むっていうのがあるです
が，とても真面目な学生なんだけれども，一
つのことばの意味がわからないと先へ進めな
くなる学生がいるんです。それがわからなく
ても読み進めていけばイイのに，100％理解
できないから先へ進めないでそこで途切れて
しまうという。
佐）　その傾向は，現代の学生たちには，強い
かもしれませんね。
中）　なにかひとつひとつ完成形を目指してい
くっていうか，これが終わって次へ進んでと
いうようなね。
佐）　課題の感想でよく出てくる単語でね，「絶
対に」とか「完璧に」というようなことばが
ものすごくたくさん出てくるんですよ。もち
ろん，いやぁーそんなんムリやから，ってコ
メント書くんですけどね。ボクらそんなこと
ば使ったことほとんどないと思うんですが，
使いたくもないけれどね（笑）。
中）　もしかして，大学でそうありたいってい
うふうに思ってるんですかね?
佐）　あぁ，そうかもしれないですよ。
中）　いままでの高校までとは違う，そういう
風に頑張ろうっていう気持ちの表れなんです
かね?それとは逆方向というか逆効果になっ
てるんだけれども，モチベーションとしては
なにかとてもいいものなんだけれども手法を

間違ってしまっているというか ...。
佐）　あるいはその「完璧」とか「絶対」のレ
ベル自体が低い設定かもしれませんけどね。
中）　そうか，完成形が低いということか。
佐）　で，それすらできないという可能性のあ
る学生たちがそういうことをむしろ書いてし
まう傾向にあるということかもしれません。
小）　完璧，ということになると，100点か

0点ということになってしまうので，完璧
でないということになった時点でボキッと
なっちゃうのかもしれませんね。99点でも
あぁーってなっちゃう可能性がね。
佐）　さっきの日本語の授業もそうだけれど，
プログラミングの授業なんかでもね，途中で
こだわっちゃって止まってしまうのは，プロ
グラミングの成績はものすごくよくなくなっ
ちゃうんですよね。後でもうちょっとだけ考
えるときに考えればイイのに，止まったとこ
ろでクリアできないまま止まっちゃう。実
は，ボクも，たぶんそういうタイプの学生
だったと思うんですよ。聞いてるのにわから
なくなってそこでワーってなっておしまい，
みたいなね。授業はずっと先に進んでるので
なにが起こってるのかわからない。しゃぁな
しノートを見せてもらうとかプログラムをコ
ピーさせてもらってあとで読み解くみたいな
ね。だから後手後手になっていたということ
はたしかに記憶の中にあったりします。プロ
グラミングなんかは特にそういう子たちが当
てはまってた気がしますね。だから，ちょっ
と適当さ加減というか，そういうのも必要
だという。それも態度の問題なんですけど
ね。んで，それをどうやって伝えればいいの
かなってね。「情報学」の授業なんかではそ
んなふうに冒頭では言ってあるんですけれど
も，考え始めるとそうはいかなくなっちゃう
んでしょうね。たぶん，学生たちもここでこ
うしなければならないというようなモードに
どんどんなっていって，質問をしてくるか
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ら，ううんそれはもう大丈夫だから次へ行こ
うって言うんですけど，まだ止まっていると
いうことがよくあります。下手をするとそこ
で半時間くらい止まったまんまになってると
いうね。そういうのってどうやったら解ける
か，溶けるか，説けるか ...。その緩解の仕方
というか，技術をわれわれは身につける必要
があるのかもしれません。そういうFDどっ
かでやりたいところです。
小）　それは身につまされる話ですね。僕は論
文の筆がそんなに速い方ではなくて，書こう
として止まってしまうということを繰り返し
がちです。大学院生のときにもらったアドバ
イスで，論文はどこかであきらめないと書け
ないとか，完璧主義を捨てる，ということを
何度も思い出しています。だから学生には
偉そうに言えないのですが，少なくとも前
に進まなくて 0になるよりは，前に進んで
60～70％くらいになる方がいいんじゃない
の，という見方はできるようになってきた。
ただそれには共通の解決策があるわけではな
くて，ある程度は個人の性格も関係している
だろうし，こだわることが良い方向に働くこ
ともあるだろうから，止まってしまっている
学生には，それを認めつつも，そこで止まっ
たままだと苦しくないかい，っていうことは
言ってあげたい気がします。
佐）　それをボクらも毎回諦めずに言ってあげ
ることが重要かなぁ。一回だけ言うんじゃな
くって毎回課題をやるたびにとかプレゼンの
たびにね。完全に聞かなくっていいからねと
か，言われたことでも質問していいからねと
か，まぁそういうのはボクらが言い続けるし
かないのかなぁって言う気もする。
小）　そういう風に適当にやっても大丈夫だっ
ていう空気を教室に作ってやる必要はある。
佐）　それが創造性というところにつながる可
能性もあるんでね。
中）　やはり，黙っているよりもなにか発言す

るということのほうが意味があるのでね。
佐）　伝えないとね。まぁボクも毎回言えばい
いんだけど，言われた学生にしてみれば前に
も言われたしってなるし，わかってる学生に
取ってみればまたかよ先生っていうことに
なるんだけど，質問をするっていうことと
か，わからないこととか，例えばそれがみん
なが知ってるかもしれないことだとしても，
君のわからないということをみんなに言うこ
とで，その君のわからないということのわか
らなさ加減がみんなにわかるから，だからみ
んなに影響したことになるじゃないとね。み
んなが知ってるかもしれないけど君のわから
ないことを言うことで実はみんなが知ってる
と思ってたことが明示的に意識化されるんや
よってね。そうすればみんなが知ってると
思ってたことであってもみんなに影響したこ
とになるんだから，言わないままでいたらと
ても損だよ，っていうふうには言うんですけ
どね。だからねぇ，手を挙げないままの子た
ちをそのディスカッションに引っ張り込む
かっていうのは，ボクらがその場を作るしか
ないのかなぁ...。

7. 新しい価値観と教養教育のデザイン
7.1. 教養が生み出す価値観の醸成
佐）　この前，中村先生と話してたときに新し
い価値観をどうやって生み出していったらイ
イか，その価値観っていうのは，拡大する方
の価値観ではなくって，縮小する方の価値
観，最近よく言われる足し算の価値観から引
き算の価値観ね（笑）。つまり，足るを知る，
という価値観ね。そういう価値観を世界にと
いうか社会に作ることができるかどうかね。
前にもある先生とお話ししていたときに，カ
メラを作らないカメラメーカーとか，クルマ
を作らないクルマメーカーとかね，そのくら
いじゃないとこの世界はもうもたないんじゃ
ないかというね，物質的にはね。だから，精
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神的にどのような新しい価値観をどうやって
作るとよいかっていうね。例えば，日本だっ
たら，江戸時代のようないろんな意味で循環
システムのあるような持続可能な社会も経験
してきたわけだから，その現代版のようなの
もあっていいんじゃないかとね。長生きにし
てもそうなんだけど，そういうような全く違
う価値観っていうのがね，あってもいいん
じゃないかとね。
小）　たとえば，宗教を研究対象にしていると
よく耳にするのが，これからの社会が必要と
する価値観の中に，伝統的な宗教をどのよう
に位置づけていくかという話です。特に日本
では，オウム真理教事件のあと宗教が社会的
に周縁化されてしまった経緯があり，それを
どのように乗り越えていけるかが重要な論点
になっています。ただ，価値観を発信するの
と，それを人口に膾炙させられるのかはまた
別の問題ですよね。どこどこ大学のなになに
先生が変わったことを考えている，で終わっ
てしまうかもしれない。それを，教育の現場
からどのように社会につなげていくかという
問題なのかな。
佐）　そういうようなことって，高校のときや
大学のときに社会学とか宗教学とかっていう
のがそういうことを考えているっていうよう
なのがボクなんかのアタマにはなくって，社
会科学系の法律学とか経済学とかっていうの
しかアタマになかったけれど，この前お二人
にもご紹介した『断片的なものの社会学』（18）

のような，一見，えっそれなにか意味ある
のっ，ていうようなことにどういった意味を
見いだせるか，というような考え方というか
そういう態度を学生たちに少しでも知って
ほしいというか関心を持ってほしいという
か ...。
中）　...提示する。
佐）　うん，そう，それで，そういうなのも
あったなっていうことを経験させて卒業する

と，いつのまにか10年くらい経つと，なに
かあんな風なのでもよかったんだなというふ
うになれば，いまのような利益と効率と成長
だけの経済的な社会じゃないような価値をす
こしずつの人たちからでいいので持っていっ
てくれるんじゃないかなっていうふうに思い
ますね。
小）　そうですね，それはほんとに野心的なこ
とだと思っています。一見役に立たないと思
われることが実は面白いということに共感し
てこなかったような人たちに，共感させよう
とするわけですからね。大学院をはじめ，専
門分野の内側にいるとある意味楽なのです
が，やはり今の時代では，こんなことやって
一体何の役に立つんですかという問いに，う
まく答える必要が出てくる。ただここでやり
方を間違うと，単にオタクが自分の趣味を
開陳してるだけになってしまうので，そこは
気をつけないといけないと僕は思ってるんで
すけれど（苦笑），例えば僕ならチベットの
宗教がどれだけ面白いかはべらべらしゃべる
ことはできるんですけど，それでほーっって
思ってくれるような学生はそんなにはいない
かなと ...。そこの仕掛けは考えてやる必要は
あると思います。
佐）　そこはね，ちょっとした感受性を醸成し
とかなければならないっていうこともありま
すからね。『ブラタモリ』なんかをみている
とほんとにタモリさんっていろんな感受性を
もっているんだなってね。
中）　すごいねー，あんなに広範ないろんなこ
とに関心があるっていう人がいるんだなっ
てね。
小）　語り口もいやみったらしくないっていう
か，知識を開陳するっていう感じじゃないん
ですよね，だから，興味がない人でもすっと
入ってくるっていうことなんでしょうね。タ
モリさんはかなりマニアックな世界を生きて
いると思うんですけど，それをうまく伝える
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やり方を知っている感じがします。
佐）　大人というかシニアになってあのブラタ
モリのおもしろさがやっとわかるというよう
な社会じゃぁなくって（笑），学生たちくら
いのころからあのブラタモリのおもしろさが
わかるようなくらいの社会の価値みたいなの
がね，あるといいのになぁというか，そうい
う風にしていけるように，担当する科目の多
くでできるといいなと思ってます。プレゼミ
ナールとかゼミナールとかでやってるのはそ
ういうようなことなわけで，自分たちで面白
いものや考え方をどれだけ発見できるかって
いうようなことやからね ...。
小）　とりあえず，「ブラささき」をやってみま
しょうか（笑）。
佐）　さぁいくぞーってね。亀が出てきて今日
のお題，みたいなね。今までもあのような番
組はあったように思いますが ...。
中）　...切り口があるっていうのはね ...。
佐）　あんまりなかったですよね。その場その
場でっていうのはあったけれど，切り口とい
うか通したテーマをどうやって設定してやれ
るかっていうのはね。まぁ，ウチのゼミナー
ルやプレゼミナール，あるいは前にやってた
基礎ゼミナールなんかは，ある意味，認知科
学とか心理学とかデザイン学で「ブラささ
き」をやっている（いた）のかな，って思い
返すときはありますね（笑）。

7.2. 専門分野「で」教える
佐）　授業やゼミの場合は15回しかないので，
まぁフリーで考えさせるっていうことになる
けどね。
小）　『ブラタモリ』が面白いのは，地形や古地
図という切り口を一貫して入れているとこ
ろですね。どんな場所に行ってもおんなじ
フォーマットでできて，必ず発見がある。そ
れはすごくうまいなって思います。専門分野
ごとにああいう地図のような，これを基準に
すれば話が立てやすいっていうのを設定でき

れば ...。
佐）　それがあれやんね，前の対談でも言って
いたように，専門分野「で」というあれです
ね。専門分野「を」教えるのではなくて，専
門分野「で」，つまり，専門分野を使って授
業を構成する，デザインするっていう考え方
だとボクは思うのね。せっかく教員には研究
者としてのいろんなツールがあるんだから，
その知識や方法論「で」伝えたいことを伝え
たり，学んでもらいたいことを学んでもらっ
たり，発見してもらいたいことを発見しても
らったり，っていうようなことができればい
いかなぁって思います。2014年度と2015年
度に担当していた 2年次基礎ゼミなんかで
は，今年度の「複合領域科目 II」でやるよう
なやりかたで半期はやってたわけですけど，
学生たちは何かしら題材をもってくるので
ね，気になることをなにかもってくると大人
である教員が 2人なり 3人なりいると，切
り口になるようなことをポロッと言ってあげ
れると，そこから話が進んでいくとか，話の
多様性が出てくるかもしれません。基礎ゼミ
のときは担当者であるボク一人だけだったけ
れど， 2， 3人いるとね，さらにおもしろ
いことになるかなとね。意味のないところに
意味を見つけさせる練習っていうのは，ボク
は必要だなって思うんです。なぜかって言う
とね，自分が学部のときにフランクルの『夜
と霧』っていうのを読まされてね（19），意味
のないところに意味を見いださなければ生き
ていけないっていうような過酷な状況におか
れたというか，生きるということに意味があ
るっていうふうに思えるからこそ生きられる
というか，その動機が維持できるというか
ね。今こうして教員として教える立場になる
と，当時はあまりそのようには捉えてなかっ
たこともあるけれど，意味というか，何かす
ることの意味を自らが見いだせるかどうかと
いうことが，例えばさっきの質問をするとか
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いうのもそうなんだけど，質問しろって言わ
れてるから質問するんじゃなくって，発言し
ろって言われてるから発言するんじゃなくっ
て，それを君がすることで周りにどのような
影響を及ぼすことになるかっていうことを自
分で考えろっていうことを考えてること自体
が意味になるから，その意味を自分で見つけ
なさいっていうことをずぅっと言い続けたい
んですけどね。
中）　その，質問を発言させるっていうのでは
なくて，なにかに書かせるっていうようなこ
とにすると，全員参加できるっていうように
なるってことは，それは甘い?
佐）　ボクは一応それをやろうと思ってミニッ
ツシートを配ってはいるけど，それすら出さ
ない学生もいるんですよ。
中）　それと手を挙げて発言するということと
は違うレベルのことですか?
佐）　そうですね。例えば，自分が手を挙げて
議論が進みますよね，そして次の学生が手を
挙げてまた議論ができますよね，また全然違
う質問が来たりもしますよね，そういうのが
一つのプレゼンに対していくつか出ますよ
ね，それ以外のアイデアとか考えとか議論に
ついてミニッツシートには書くようにしま
しょうっていうことにしてますね。
中）　あぁ，ということは，ディスカッション
の中でのキーワードの一つとしてそれぞれの
発言があるという訳なんですね?そのディス
カッションを成立させるための発言として手
を挙げるということですね?
佐）　そうそう。もちろん，その発表での題材
や材料に対して，簡単な質問というのもアリ
ですよ。どの場面であるとか，いつであると
か，いわゆる 5 W 1 Hみたいなのに関する質
問も必要ですね。でも，むしろ，プレゼン
ターが考えたり思ったりしたことを発表した
ときに，それに対してそうじゃない考え方と
か見方のようなのを発言できるかどうかって

いうことですね。そんな中に，キラっと光る
ものも出てきたときは，ボクがフォローして
議論を広げたり深めたり，あるいは知識に関
わることもあるのでそれを教えたり，という
ようにして進めていくわけです。いまの発言
にあったようなのはね云々，っていうふうに
一言二言，場合によってはちょっとしたミニ
講義になっていったりということもあります
ね。そうするとね，社会問題に関することに
発展したり，科学の問題に発展したり，さっ
きのような価値観の問題に発展したりという
ようなことはあるんです。でね，たまにね，
ボクが名言的なことを言うんだそうですよ，
短大部のゼミ生に言わせるとね。今覚えてる
ので言えば，おまえたち時間を止められるの
は自分だけやからな，っていうようなことを
言ったそうで，そのときのミニッツシートに
は，惚れてまうやろ，みたいなことが書かれ
てあったことがあったんですよ（笑）。
全員）　（笑）
佐）　照れるわーみたいなね。そういったこと
がミニッツシートに書かれるときもあるし，
またそれに対してコメントをして返却すると
いうことになりますね。
中）　そこに書かれたことをみんなに紹介する
というようなことは?
佐）　ゼミではそれはしないことにしてるんで
す。というのも，ミニッツシートがゼミ生た
ちとのコミュニケーションツールとなっても
いて，個人的なこととか相談なんかも書いて
いいよということにしてるんでね。ミニッツ
シートはみんなには見せないことにしますか
らって約束してやりとりしてます。
中）　それで，そうか，思い思いの好きなこと
を書けるということなんですね。
佐）　まぁ，半分はゼミの授業でのこと，半分
は個人的なことというふうになってる学生も
いますね。でも，「複合領域科目 II」の場合
は，ゼミじゃないので，もう少しそのときの
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議論のまとめであったり，キーワードを提示
してそのことについて考えてくるように指示
するとか，まぁ，やりながら考えていくとい
う感じになりますね。中村先生と二人で担当
ということなので，ボクの担当回のときは中
村先生が課題を指示いただくというようなの
でもよいと思いますね。ゼミと比べるとかな
り理性的というか客観的というかそういうほ
うに振られたような課題になると思います
ね。ゼミはややaffectiveというか感情も渦巻
くというか，そんな感じなのです（笑）。
ちなみに，ミニッツシートってminutes 

sheetなわけですが，minutesで書けるくらい
の，つまり数行で構成される sheetのものが
一般的な教育場面での使われ方としてはふつ
うなんです。ミニッツペーパーとも呼ばれ
ます。でも，実際には，ボクはA 4一枚を用
意してるんです。裏も書いてよし。という
のも，ボクが呼んでる「minutes」の意味は，
自分の考えてることや感じてることや気づい
てることや悩んでることをオレが「minutes」
で理解できるように書いてくれ，っていうふ
うにしています。コメントはゆっくり書か
せてもらうけれど，読んで理解するのには
minutesでわかるようにうまく書いてくれっ
ていうふうにね。実際にはこのA 4一枚手
書きで書いたとしても600 - 800字くらいな
ので，実際にもminutesで読めるんですけど
ね（笑）。まぁ，minutesで理解させられる文
章でね，っていうふうに強調してます。ただ
ねぇ，毎回ちゃんと書いてくる学生はどんど
んと文章はキチンと書けるようになっていく
わけですが，たまにしか出さない学生は，ダ
メですね ...。まぁ，もちろん，これは，卵が
先か鶏が先かと同じで，書けないから出さな
いのかもしれないけどね（笑）。
小）　それがねー，それが ...。
7.3. 思考の切替と多面的視点
佐）　さらに言うとね，ひょっとすると，そも

そも忘れてしまっている，あるいは忘れよう
としている，のかもしれません。心理学では
意図的忘却っていうのがありますけど，たぶ
ん，ほんとに忘れたわけではないのかもしれ
ないですが，忘れたことにするっていうこと
なんですかね。
小）　論文の〆切のことを忘れないと授業の準
備ができない，というようなね。
佐）　そうそう覚えているままだと気になって
気になってできないってね。
小）　ありますね。
佐）　さっきのこだわるこだわらないっていう
のもね，そういう思考のスイッチングができ
にくい学生たちが多くなってきてるのかなっ
て思いますね。
中）　やはり，こう狭くなってしまって，とい
うことですかね。多角的にいろいろな角度か
らっていうふうなのができにくくなってきて
るんですかね。
佐）　そのチャネルがたくさん開いていれば，
狭角になってしまうっていうようなことはな
いですよね。やっぱりその多角的，多面的，
多様さというようなのを日頃からね，訓練の
ようにね，やっていくことで，狭角にさせな
いようにするっていうことなのかなぁって
ね。彼らが狭角だからそのように訓練すると
いうのではなくて，そうしていれば彼らはそ
うならないというふうにボクらの見方を変え
たほうがいいのかもしれませんね。そしたら
自然とそうなっていってくれるというかね。
小）　実際，そのように捉えておく方がおもし
ろいよっていうことですよね。広角になって
くれてる方がね ...。逆に狭いことによってへ
こみやすくなってしまっていたりとか，うま
く進まなかったりとかっていうね，そういう
ことがなくなるんだよってね。
中）　そね，一つ失敗しても別の道があるって
いうね。
佐）　リンクが切れたらそれで終わりっていう
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わけではないからねぇ。
小）　そういうのはね，学校だけでなくってね，
いろいろオプションは作っといた方がいいで
すからね。
佐）　ただ，まぁね，その気質的なものってい
うのはなかなか抜けなくってね。だから，卒
業生でも今の学生でもね，しんどくなった子
たちにはね，まず，冥王星まで行ってきてご
らん，って言うんですよ（笑）。
全員）　（笑）
佐）　でね，行ってきまぁっす，っていうのな
らね，もうすでに多角的なのでね，いいんで
すよ。でも，そこで，なんですかそれ，って
いうようなのだとね，その時点でダメなんで
すよ。だからね，そこはどうしたらよいも
んでしょうね ...。冥王星まで行ってこいって
言って，帰りに地球がいろんな角度から見え
るやろぉって言ったときに，見える見えるっ
ていうのはいいんですけどね（笑）。そもそ
も冥王星まで行けない子たちがいるっていう
ね，そういうのはどうしたらいいんやって
ね ...。
小）　結局，とりあえず逃げろっていうか，そ
ういうのでイイと思うんですけどね。そこで
逃げられん子もいるし ...。そうやねぇ，冥王
星まで行けない子か ...。うーん ...。これ，学
生っていろんな顔もってるから，自分の中で
逃げ場になるような世界とかもってないとキ
ツイですよね。別にそれは学校の成績がわる
かろうが，その子の安定が保たれているほう
が僕はいいと思うので，何らかの形で逃げ込
めたり，冥王星だったりアンドロメダだっ
たり行って帰って来れればいいんだけれど
も，学校，職場，家，終わり，みたいな感じ
になっちゃうと，よくないし，学校が単一の
世界だというわけではないし，学校の中にも
いろんな世界があるっていうことを知ってほ
しいし，仕事でも，こういう仕事のアプロー
チがあるけど別の方向から行ってもいいって

いうようなことは知っていてほしい。それを
教育でできるかどうかっていうのは，わから
ないですね。100％それで解決できるような
ら社会はもっとよくなっていると思うけれ
ど ...。
佐）　やっぱり自分の経験からやることが多い
からなんだけど，ボク自身が小中高って学校
大嫌いだったから，学校のことしか考えてな
かったから，行事とか教室とか友達関係とか
すんごく小さなことにしか見えなくて，その
小さな中に自分も入り込んでしまって嫌やイ
ヤやってなってて，しかも嫌やのに，さっき
の完璧主義の話じゃないけど，学校には絶対
毎日行かなければならないって思い込んでい
る自分がいて，結果的に皆勤賞とかになっ
ちゃうと，結局行ってたのか，みたいなこと
になって，なにか変なこころの中になってる
というかね。それで，たまぁにね，地球から
ちょっと離れたところからものを見るように
なってたなぁっていうふうに思い返されて，
少しは楽になってたなぁというような経験が
あるとね，学生たちにも同じようなことを助
言してみたりするわけです。だから，自分の
経験からしかね，そういうようなところは伝
えられないというか，それがまぁもどかしさ
でもあるんですけどね。こうしてみなさんと
お話ししていることで別の方法論が見えてき
たり，気づきがあったりするからこの職業は
いいなと思うんです。
小）　やっぱり大学教員っていうのはある程度
自分の経験が資本であるとも思うので，自分
のキャラクターを前面に押し出して，このオ
レに共感できるかー，みたいなところでもい
いかもしれないですよ。もし共感できないと
なっても，また別の教員がいて，そっちに共
感していくっていうことはありますからね。
佐）　─ 中略 ─ だから，いろんな先生と低学年
次から出会っておくということはいいことだ
ろうなって思うんですよ。
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小）　この大学だと履修プランは，卒業までの
道筋がわりと限られているというか，見えや
すくなっていますが，ある程度偶然性をデザ
インしてやるっていうことが，さっきのゼミ
の話と同じように，よりよい効果を生む可能
性はありますね。
佐）　「偶然性」というのはキーワードとしてと
ても重要であるような気がしますね。
中）　そうですね。この大学の場合，小さなグ
ループを形成しやすいうというのはあります
ね。こども学科なんかでも 4年生までずっ
と同じグループができてっていうようなこと
をおっしゃっておられた先生もおられて，そ
ういうのはどうかなぁ，って思っておられる
こともあるようなので，シャッフル的に他の
学部や学科に入るような人たちの価値観も必
要ですね。
小）　人文学部の場合はさらにメインの講義棟
も離れているので，その傾向はさらに強くな
るのかなと。
中）　とはいっても，海外へ飛び出して，海外
の価値観とふれあうことができるわけだか
ら，イイと思います。それぞれの学科で仲良
くなるのはいいけれども ...。
小）　人文学部の場合なんかだと，行き詰まっ
たらまた海外に飛び出すっていうのもありで
すからね。たぶん（ 1年次の留学以外に）途
中で休学して何人かは行くだろうと思います
からね。
佐）　そもそも， 4年間で卒業しなくちゃなん
ないっていうふうにはならない学生がわりと
出てくるんじゃない?
中）　 4年間で卒業できるようなプログラムは
目指しているけれども，意欲的な学生は，そ
ういうことにはこだわらずにいろんな経験を
したいっていうふうになると思う。
佐）　そういうバラエティさがコースというか
進路にあるっていうことを他の学科の学生た
ちや他の学科の先生たちも知ったほうがイイ

と思うし。
中）　なにかひとつの学部の中に閉じ込めよ
うってする傾向があるし，またそれを売り物
にしようっていう傾向もあるように思う。
佐）　ちっちゃい大学であるにもかかわらず，っ
ていうところがさらにおもしろいことになっ
ちゃってますよね。
全員）　うーん，うーん。
7.4. 偶然性がもたらす教養教育のデザイン
佐）　で，結局のところ，小さいからこそ，多
様な偶然性を担保して，あるいはデザインし
てと言ったほうがイイかもしれませんが，な
るべく多くの先生たちが，なるべく多くの学
生たちと出会って，その個性や価値観や考え
方，もちろん専門分野にも触れて，そのたび
に，思考の切替や価値の切替ができるように
なるとか，考え方や見方が多様になれると
か，できれば科目の取り方や授業の受け方な
んかにも冗長性があるようにできるとか，そ
ういったことが推奨されるような大学になっ
ていけるといいのになぁ，とこの大学に来て
から少しずつ思うようになってきました。中
村先生はご自身が大学に入られてからの教養
系の授業の中でこういったことと関連して印
象に残っていることはありますか?
中）　私の教養の思い出というと，大教室で一
斉授業というくらいしか，あまり記憶にはな
いんですが，もちろん語学はある程度こじん
まりしたところでという感じでしたが，その
中で，ゼミとは呼んでなかったんですが，教
養に所属してらっしゃる先生が今で言うゼミ
のような形でそれぞれの専門に近い内容を教
えるというような科目が，いくつあったかは
記憶してないんですけども，ありましたね。
その中で私は児童文学のようなのを選んだん
ですが，先生の研究室に集まって，大学院の
ような感じで，っていうのが新鮮でした。も
ちろん，大教室での授業も新鮮でしたね。高
校までは40 - 50人のクラスで習ってますから
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ね。大教室というのは大学らしい感じがしま
したね。
佐）　その一方で小さなそういった授業もあっ
たんですね。たしか，京都大学にはポケッ
トゼミ，今は ILAS（Institute for Liberal Arts 
and Sciences）セミナーというのになってる
みたいですね。何度か時計台ホール（20）に聴
きに行ったことがあります。で，今ので思い
出しましたが，前の拡大FD（21）でも言われて
いたような基礎ゼミナールのありかたとし
て，例えば，先生方の専門分野に近いような
のを，っていうのがいいっていう話をしてい
たと思うんですが，今おっしゃったのはそう
いうような感じのですか?
中）　うん，そういう感じですね。
佐）　そういうのが12，13人でできればね，い
わば，「専門基礎ゼミ」，のような形でのもの
がつくれればいいなぁとずっと思ってたん
です。もちろん，第 1クォータはみんなバ
ラバラでランダムにしてっていうのでいい
と思うんだけど，そのあとの第 2， 3， 4
クォータとか，もしかすると 2年次に相当
する第 5， 6クォータくらいまで，先生た
ちの専門分野や個性に触れるという面がある
だけでいいので，できるだけ多くの先生に会
えるといいように思うんです。偶然性も担保
できますし ...。
小）　京大のポケットゼミの面白いところは，
全学の学部や研究所等の教員も関わって，し
かも学生にしてみると自分の将来の専攻する
分野とは関係なく履修できるから，それこそ
文学部の学生が理学部のポケットゼミを履修
してその研究室の本格的な実験機材なんかを
触らせてもらえるとか，逆に理学部の学生が
文学部のゼミを取って，古典を勉強するのに
参加したりとか，すごく流動性のある授業
で，そのまま専門にステップアップしなくて
も，大学にはいろんな専門分野があるんだと
いうことに触れられるというか，いっきに深

いところまで知れるというか，そういうおも
しろさがありますね。
佐）　あれは 1年次の必修科目ですか?
小）　いや，必修ではありませんでした。実は
僕はとってなかったんです（笑）。
佐）　全学の何％くらいが受けてるんやろね?
小）　いやそれはちょっとわかんないですね。
中）　履修者数の上限なんかはあるんですか?
小）　セレクションはあるみたいで，シラバス
には内容に応じて定員は何人程度ですという
ようなことは書いてありますね。履修希望者
が多い場合は志望理由書や面談などで受講者
を決定していました。
佐）　それだと本学の場合ならまぜこぜでもい
いよね。一学年400人くらいいるとして，先
生たちがずらーっと並んでいて，そのままラ
ンダムに割り当ててというのでいいですよ
ね。それで 1クォータ分が決まって，二つ
目，三つ目，四つ目とクォータ毎に割り振っ
ておけばいいんじゃないですかね。完全にラ
ンダムというのでもいいけれど，希望を聞い
てあげるというのもアリかなとも思います。
例えば，専門ゼミへ行くときにあの先生が良
いから「専門基礎ゼミ」でもその先生を取っ
ておこうという学生がいてもいいし，専門ゼ
ミは専門だから 1， 2年のときくらいは違
う分野の先生の専門基礎ゼミを取っておこう
というマインドの学生もいてもいいし，とい
うようなね。だから，そのあたりは，学生た
ちの価値の多様さになるべく対応してあげる
というシステムもいいかなと思います。そう
いう設計を教養教育部がやっていけるといい
んじゃないかなと思います。
小）　そこで気になるのは，今の学生の間では，
何かがこの科目によって身につく，何かすぐ
に役に立つものが得られるというようなこと
を期待して授業を選択するという価値観が比
較的強い印象があります。そうした中で 1，
2年生のときに専門的な学びがぽんっと提
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供されたときに，私はこれに強く関心があり
ます，というようなことを言える学生は少な
いんじゃないかと思うんですよね。そういっ
た学生たちに，学びっていうのを超えたとこ
ろの段階っていうのがこんな風に面白いんだ
よというようなことをうまく伝えられるかな
と思っています。
佐）　ただ，現在の短大の 1年次後期のプレゼ
ミナールというのが，さっきボクの言ったの
が想定しているものなんですよね。例えば，
短大の先生たちにしてみても，プレゼミやゼ
ミを運営するにあたって，ご自分の専門分野
をカチっと決められてされているというわけ
ではなくって，ゆるやかにキャリア系とか観
光系とか経営系とか会計系とか情報系とかっ
ていうような感じになっていて，ご自分の専
門分野をそのままバーンと当てはめてやって
おられるわけではないですからね。実際ボク
も非常勤で担当してますが，専門の心理学を
ガッツリやってるわけではなくって，情報や
らデザインやらいろいろ織り交ぜながら学生
の関心に沿った形で考えることとかそのプロ
セスとかあるいは創造性とか批判的思考のよ
うなのを養ってくれればいいなという感じで
やってるんでね。んで，可能なら，探求とい
うか研究というかそういうところまで進んで
くれるようになってくれればなおよいかなぁ
というようなね。だから，その程度の感じで
先生方が文面で，つまりシラバスで学生たち
にプレゼンができるかどうか，というところ
が求められるような気がします。したがっ
て，学生たちからしてみても，なんちゃら論
とかなんちゃら学とかをやれるぞ，と思って
選択なんか実際にはしないわけだし，もう
ちょっとぼんやりしたものを望んでくるんで
しょうから，その辺りはそのように設計する
必要はあるので，小西先生のおっしゃるとお
り，「専門基礎ゼミ」としてのコンセプトは
キチンとしておく必要はありますね。だか

ら，例えば，金沢大学のGS科目（22）のように
考えると，ジェネリックスキルみたいなのが
10個くらい並んでいて，それに対して先生
たちの「専門基礎ゼミ」がずらーっと並んで，
ジェネリックスキルのどこにそのゼミだと○
がいくつ付きますか，というようなのを先生
方に決めてもらっておく，というような感じ
ですね。で，そのゼミにそれぞれテーマがあ
るということになるわけです。
中）　短大はそのプレゼミの選考には面接はさ
れるんですか?
佐）　うん，される先生もいればされない先生
もいるし，学生からしてもしてほしいという
学生もいればしなくて判子だけというのもい
て，その取り決めは選考の説明会をキチンと
開いて，担当者がそれぞれ口頭で説明して，
学生たちはその指示に基本的には従うという
ことになります。─ 中略 ─ このときいろい
ろと学生同士や先生同士で公平性が問題にな
る場合もありますが，それはすべて担当者が
説明会で責任を持って説明することで，先生
方や学生たちからなにか言われるというよう
なことはないわけです。いちいちそんなの文
面にして面倒なルールを作るよりもよほど合
理的だと思います。まぁ，われわれがオペ
レーションをするということになった場合に
は，希望なんかわざわざ取るよりもランダム
に割り振った方がいろいろなくていいですけ
どね（笑）。
小）　ランダムのほうが何に出くわすかわから
なくて，思わぬめぐりあいがあるかもしれ
ない。
中）　意外性のようなね。
佐）　そやよね，そのほうがいいかもやよね。
先生方どうかわかんないですが，少なくとも
ボクの場合は心理学を目指して大学入ってま
せんからね（笑）。最初入るときは法学でし
たね。ほんとは民法を勉強したかったんです
よね。
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小）　それで思い出したのは，中高生の段階で
大学の学部，しかも文系の学部をちゃんとイ
メージして選ぶのは難しい。その中で，法学
部や経済学部だったら比較的イメージしやす
いかもしれません。京都に住んでいたとき，
市バスの中で中学生の会話を聞いていたら，
おまえ大学どこ行くん?，法学部，なんで?，
弁護士になったら金持ちになってモテる，っ
ていうようなことがあって（笑）。
佐）　すんごく狭き門のことをまるで典型的な
例のように考えるっていうか，想定してる感
じよね。
小）　そうそう，こんなに世の中にはいろんな
学問分野があって，さらにその専門家がたく
さんいてっていうようなことは，受験の段階
では想像できないですよね。
中）　そうですよね，私もなんとなーく選んだ
ような感じがします。
小）　僕も最初から文化人類学を志していたと
いうわけではなくて，なんとなく文化をやり
たいなあという感じで入学したので，一年生
の段階からゴールが見えていてステップアッ
プしていってという感じではなかったです。
大学に入ってから文化人類学と，それに関連
するいろいろな分野に初めて出会って，関心
を持つようになった。そういう意味で，学生
の主体的な選択のみに任せるよりも，ランダ
ム性があって何に出逢うかわからないという
ほうが結果的にイイかもしれないですね。
中）　そうでないとね，また仲良しグループが
どーっとやってきてあまり意味のないことに
なりかねないですし ...。
佐）　そうね，だから，ねらいを定めるという
点に関して，教養教育の生み出す価値として
キチンとデザインすればいいのかなというこ
とでしょうかね。

8. おわりに
われわれオトナが日常で使っている日本語や

ことばというのは，学校で教えられたものは実
はほんの少しばかりであって，実際には，日々
の暮らしの中で身近な友人や先生，家族や親
戚，あるいは周辺のコミュニティの人々，さら
に現代ではSNSやインターネット上で蔓延す
る無数の人々とのコミュニケーションによって
醸成されてきたものがほとんどであると言って
よい。同じことは学生や子どもたちにも言える
ことであるが，決定的に違うのは，そのコミュ
ニティの同質性と稚拙性によることばの蓄積と
理解の貧弱さである。ことばでしかことばの意
味は理解できないし，その意味や概念もことば
でしか言い表せない。ましてやそのことばを使
うということになれば，ことばやその周辺につ
いて知っておかなければならないことは，こと
ば自体の意味や概念だけでなく，その使われ方
や使う人たちの立場や特性まで理解していなけ
ればならない。つまり，人や場所や時間を慮る
ということができなければならないと言える。
とはいえ，ここまで見てきたように，ことば
には，その意味や使われ方を差し置いて，直接
的に理解できるような文脈や概念も存在しう
る。それはまるで意味が心にズドンと入ってく
るような，いわゆる腑に落ちるということも経
験的にはある。しかし，ふつうの人たちがふつ
うの会話や文章の中でふつうに表現したり理解
し合ったりするためには，小さな世界で同質の
仲間たちと稚拙なことばで相互理解しているだ
けではまったく成り立つものではない。広い世
界で多様な仲間たちと膨大な数のことばを使っ
て自分を表現し，また相手に深い理解をしても
らう，そして相互作用的な影響を及ぼし合う
ことによって，ことばによる多面的な価値の創
造ができると考えられる。さらに言えば，そこ
に少しばかりの感性的な刺激の受容があること
が，文化的で豊かな生活を享受するもとにもな
ると言える。
教養というのは，ことばという側面から考え
てみると，単なる知識や言葉の寄せ集めではな
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い。現代の教養は，そのような静的なものでは
なく，物事を批判する力，多角的に創造できる
力，問題に対応したり対処したりできる力，自
分自身を修養できる力，あるいは常識と創造と
の間で自分を位置づけられる力，というような
もっと動的で能動的な能力のことであると筆者
らは考える。したがって，ことばを蓄積して理
解するということは，創造性や自己の修養，あ
るいは相互理解に資することになり，ひいては
ことばの本質や言語の運用に飛躍的な向上をも
たらすことになる。 0次元からの脱却だけで
なく，ことばのマトリクスの次元を多次元へと
引き上げるようにしていくことこそが，物事に
対する価値や意味のつけかたとその関係性の理

解に大きく寄与するようになると考える。そう
した態度と姿勢を学生だけでなく教員や周りの
オトナたちがまねばせるように，学ばせるよう
に，そして問いを発せさせるように方向付けて
いくことが現代の社会には必要であるように感
じられる。そのためには，heterogeneousな多
くの人たちとたくさん出会う，つまりは対人的
な偶然性ということもことばの習得と人間の修
養にはとても大切なことであると考えられる。
教養の本質とことばとの関係性について 2
回にわたって議論してきたが，次回以降，さら
にことばの問題だけでなく，その教育のあり方
や方法論，さらには教員のシステムとしてのあ
り方などについて議論していきたい。
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ものを議論の俎上にのせていることを示すことになる。ここでカギ括弧は，ことばの意味を限定する効
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ナールを補うようにサブゼミナールを研究室で開催して，有志のゼミ生と研究や教育や時事に関する議
論を行っている。

（18） 『断片的なものの社会学』岸政彦（著）（朝日出版社，2015年）
（19） 『夜と霧―ドイツ強制収容所の体験記録』V.E.フランクル （著）, 霜山 徳爾 （翻訳）（みすず書房，1985年）。

2002年に新版として『夜と霧』ヴィクトール・E・フランクル （著）, 池田 香代子 （翻訳）が発行されている。
（20） 京都大学のポケットゼミの最終的な発表の場が吉田キャンパスにある時計台ホールで，英語でのプレゼ

ンテーションが行われていた。
（21） 金沢星稜大学では，2017年度より全学を対象とする教養教育の現状と将来について議論する学部横断的

なFDの場が設けられ，教養教育科目を担当する全学部の教員による議論が行われている。
（22） 金沢大学が2016年度から始めた新しい共通教育の科目群の総称。（参考）https：//kanazawa-u.repo.nii.

ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=7351&item_
no= 1 &page_id=13&block_id=21
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